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午前 ９時００分 開会  

（出席議員 １３名） 

────────────────── 

◎開 会 宣 告 ・ 開 議 宣 告             

○議長（西村昭教君） 御出席、まことに御苦労に

存じます。 

 ただいまの出席議員は１３名でございます。 

 これより、平成３０年第３回上富良野町議会定例

会を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付した

とおりであります。 

────────────────── 

◎諸 般 の 報 告             

○議長（西村昭教君） 日程に入るに先立ち、議会

運営等諸般の報告をいたさせます。 

 事務局長。 

○事務局長（深山 悟君） 御報告申し上げます。 

 本定例会は、９月７日に告示され、同日、議案等

の配付を行い、その内容につきましては、お手元に

配付の議事日程のとおりであります。 

 また、本定例会の運営について、議会運営委員長

から、８月２１日及び９月６日に議会運営委員会を

開き、会期及び日程等の審議並びに本定例会までに

受理しました３件の陳情、要望の取り扱いの結果報

告がありました。 

 監査委員から例月現金出納検査結果報告、町長か

ら平成３０年度健全化判断比率及び資金不足比率の

報告、教育長から平成２９年度上富良野町教育委員

会点検・評価の報告、議会運営委員長及び議会広報

特別委員長から議員派遣結果の報告、厚生文教常任

委員長から平成３０年第２回定例会で厚生文教常任

委員会に付託されました上富良野町保健事業検診受

診料徴収条例の一部を改正する条例の審査報告書の

提出がありました。 

 本定例会に提出の案件は、町長から提出の議案１

１件及び報告案件１件、議長からの報告案件３件、

委員会からの報告案件１件、議員からの発議案件５

件であります。 

 議案第１１号教育委員会委員の任命については、

あす１２日に配付の予定であります。 

 町長から本定例会までの主要な事項について、行

政報告の発言の申し出があり、その資料として、行

政報告とともに、平成３０年度建設工事発注状況を

配付しましたので参考に願います。 

 町の一般行政については、佐川典子議員外２名の

議員から一般質問の通告があり、その要旨は本日配

付したところであり、先例により、質問の順序は通

告を受理した順であります。 

 本定例会までの議会の主要行事は、お手元に配付

の議会の動向のとおりであります。 

 最後に、本定例会の説明員につきましては、町長

以下関係者の出席を求め、別紙配付のとおり出席し

ております。 

 以上であります。 

○議長（西村昭教君） 以上をもって、議会運営等

諸般の報告を終わります。 

────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名について 

○議長（西村昭教君） 日程第１ 会議録署名議員

の指名について行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定に

より、議長において、 

     ９番 荒 生 博 一 君 

    １０番 髙 松 克 年 君 

を指名いたします。 

────────────────── 

◎日程第２ 会期の決定について 

○議長（西村昭教君） 次に、日程第２ 会期の決

定についてを議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本定例会の会期は、本日から９月１２日までの２

日間といたしたいと思います。これに御異議ありま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、会期は本日から９月１２日までの２日間

と決しました。 

────────────────── 

◎日程第３ 行政報告 

○議長（西村昭教君） 日程第３ 行政報告を行い

ます。 

 本定例会までの主な行政執行の経過について、町

長から報告の申し出がありましたので、発言を許し

ます。 

 副町長、石田昭彦君。 

○副町長（石田昭彦君） 議員各位におかれまして

は、公私ともに何かと御多用のところ、第３回定例

町議会に御出席をいただき、まことにありがとうご

ざいます。 

 さて、６月２８日から７月８日にかけて、西日本

を中心に全国的に広い範囲で記録された平成３０年

７月豪雨、また、９月４日から５日にかけては、暴

風域を伴いながら日本列島を縦断した台風２１号

が、さらに９月６日には、マグニチュード６.７、

最大震度７を記録した北海道胆振東部地震と、続け

て大きな災害が発生しました。 

 お亡くなりになられた方々のご冥福と、被災され
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た多くの方々に心からお見舞いを申し上げますとと

もに、１日も早い復旧・復興を願うところでありま

す。 

 それでは、本日は町長の出席がかないませんこと

から、私のほうから、去る６月定例町議会以降にお

ける町政執行の概要について御報告させていただき

ます。 

 初めに、前段申し上げましたそれぞれの災害にお

ける本町の被災状況についてでありますが、まず、

平成３０年７月豪雨でありますが、本町においても

７月１日から５日にかけて連続した大雨となり、道

路洗掘や道路側溝・横断管などの土砂埋塞、河川に

おいては、護岸及び土羽の損傷などのほか、農作物

等にも被害が発生したところであります。 

 町としましては、これらに早急に対応するため、

７月９日付で予算補正を専決処分し、７月３１日の

臨時町議会において御報告するとともに、承認をい

ただいたところであります。 

 土木施設の被災内容は、単独災害復旧事業２２カ

所と公共土木施設維持管理業務１２９カ所で、被害

総額９,９８７万円となったところであり、現在、

早期復旧を目指して工事を進めているところであり

ます。 

 農作物については、里仁、静修、草分、東中地区

を中心に、バレイショ・麦・ビート・大豆など、約

３.４ヘクタールにおいて流亡、冠水などの被害が

発生したところであります。さらに、７月２５日以

降の連続した猛暑などによる農作物の被害を合わせ

ると、町とＪＡで実施した調査では、被害面積で約

１,０００ヘクタール、被害額で４億６,０００万円

と推定しているところであります。 

 また、台風２１号でありますが、本町では９月５

日未明に、最大瞬間風速２３.５メートルを記録す

るなど、暴風により農業用ハウスの飛散や農業用倉

庫のシャッター、窓ガラスの破損などのほか、農作

物ではデントコーン、スイートコーンの倒伏などの

被害があったところであります。 

 さらに、９月６日に発生した北海道胆振東部地震

でありますが、本町の震度は３で、建物等の被害は

なかったものの、北海道内全域にわたり停電が発生

し、復旧のめどが全く立たない状況であったことか

ら、災害対策本部を立ち上げ、停電への対応を図っ

たところであります。本町の全域的な通電までに

は、おおむね４２時間を要したところであり、発電

機の使用による痛ましい事故が発生したほか、町民

生活に大きな支障が発生したところであります。 

 被災された町民の方々にお見舞いを申し上げると

ともに、災害復旧に全力を挙げて取り組んでまいり

ます。 

 次に、基地対策関係についてでありますが、上富

良野町基地対策協議会によります「防衛施設周辺整

備対策に関する要望」として、６月２１日から２２

日に防衛省及び北海道選出国会議員に、７月２６日

に北部方面総監部に行ってきたところであります。 

 また、６月２５日から２６日に北海道基地協議会

による「防衛施設周辺整備対策に関する要望」及び

「基地交付金等に関する要望」を北海道防衛局及び

北海道、また、中央要望として関係機関に行ってま

いりました。 

 次に、自衛隊関係についてでありますが、自衛隊

協力会道北地区連合会による「道北地域の自衛隊体

制強化を求める要望活動」として、７月２１日に防

衛大臣に要望を行うとともに、８月２４日に中央要

望として、防衛省及び北海道選出国会議員に行って

きたところであります。 

 また、７月２４日に北海道自衛隊駐屯地等連絡協

議会による「北海道の自衛隊を支える中央大会２０

１８」に参加するとともに、「北海道の自衛隊体制

強化を求める要望」及び「自衛隊と地域コミュニ

ティーとの連携に関する要望」をそれぞれ防衛省に

行ってまいりました。 

 次に、記念行事等についてでありますが、第１特

科団創隊記念行事を初め、道内各関係部隊、駐屯地

等の記念行事へ参加してきたところであります。 

 また、６月２５日には、保健福祉総合センターか

みんにおいて「第１３音楽隊と上富良野駐屯地音楽

隊による公開合同演奏訓練」が開催されましたこと

から、多くの皆様とともに、すばらしい演奏に触

れ、楽しいひとときを過ごさせていただきました。 

 次に、日米共同実働訓練についてでありますが、

８月２３日に国内におけるアメリカ海兵隊との日米

共同実働訓練（ノーザンヴァイパー）に関する訓練

計画概要が公表され、９月１０日から２９日の間、

上富良野演習場を含む道内３演習場において、ＭＶ

-２２オスプレイ等を用いて実施される旨の内容が

示されたことから、８月２７日、北海道防衛局に対

し、北海道及び関係市町村とともに、関係自治体へ

の情報提供を十分に行うこと、訓練に際しての安全

管理の徹底、移動や訓練中の事故防止等を講ずるよ

う要請を行ってきたところであります。 

 日米双方の訓練参加部隊においては、その準備が

進められていたことと思いますが、陸上自衛隊にお

いては、９月６日に発生しました北海道胆振東部地

震の災害対応に全力を尽くしていくことから、同

日、本年度の日米共同実働訓練については、中止す

る旨の通知があったところであります。 

 次に、イベント関係についてでありますが、本年

で１１回目を迎えました「まるごと かみふらの」
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ビアガーデンは、７月７日、あいにくの雨天によ

り、賑わいテントに会場を移しての開催となりまし

たが、多くの皆様に参加いただき、地元の農畜産物

に対する理解とあわせて、町民の交流を深めていた

だく機会となりました。 

 また、７月１５日に開催しました「第４０回花と

炎の四季彩まつり」についても、断続的に降雨が

あったところですが、本町のＰＲ大使である人気声

優、牧野由衣さんのステージや１０年ぶりに行われ

たラベンダー結婚式のほか、行灯行列、花火大会な

ど、おおむね予定どおりにプログラムが進められ、

町内外から約１万人の御来場をいただき、盛会のう

ちに終了することができました。 

 また、飲食等の出店ブースでは、津市の農業生産

者の方々によるブースが設けられ、特産である梨や

お茶などが販売され、今後の経済交流への発展が期

待されるところであります。 

 また、８月２６日に開催しました「かみふらの十

勝岳ヒルクライム」は、約１４０名のサイクリスト

の参加をいただき、盛会に開催することができまし

た。 

 さらに、８月１９日には「十勝岳トレイル・イ

ン・かみふらの・びえい」が開催され、約３４０名

の参加者のもと開催できた旨、主催団体より報告を

いただいたところであります。 

 これらイベントの実施に当たりましては、準備・

運営等に御尽力いただきました関係者の皆様に厚く

お礼を申し上げます。 

 次に、企業振興の一環として行っております企業

訪問についてでありますが、７月１９、２０日の両

日、町内に事業所等を有するサッポロビール株式社

会社など、東京に本社を置く６社に赴き、町の近況

等の情報交換を図るとともに、地元事業所における

事業及び雇用の拡大等についての要請を行ってきた

ところであります。 

 また、この機会を通じて、「泥流地帯」の映画化

など、本町の地域再生計画に位置づけられておりま

す事業や、企業版ふるさと納税制度の説明を行い、

事業への理解及び企業版ふるさと納税の活用、御協

力について依頼を行ってきたところであります。 

 次に、友好都市である三重県津市との交流につい

てでありますが、７月１４日から１６日まで、津市

より副市長を初め４名が来町され、「第４０回かみ

ふらの花と炎の四季彩まつり」に出席いただいたほ

か、町内で６次産業化に取り組んでいる農業者や農

業関連施設等の視察をいただいたところでありま

す。 

 次に、特定健診等の実施状況についてであります

が、７月３日から１３日までの日程で実施され、特

定健診につきましては９８０人の方が受診されたと

ころであります。 

 また、この期間において、高齢者、若年者、かみ

ふっ子健診、国保外の被扶養者特定健診のほか、各

種がん検診・肝炎ウイルス検診、肺機能検査なども

あわせて実施し、延べ２,１３０人の方が受診さ

れ、結果説明会や家庭訪問等において、糖尿病等の

重症化予防に重点を置いた保健指導を行ったところ

であります。 

 また、健診会場では、食生活改善推進委員によ

る、野菜３５０グラムと減塩の普及活動として、み

そ汁を試食いただき、あわせて管理栄養士によるイ

ンボディ測定を通じて、栄養指導を実施したところ

であります。 

 今後も、町民の皆様がみずからの健康について考

え、健康的な生活を送るための健康づくり事業の推

進に努めてまいります。 

 次に、地域密着型介護保険施設の指定についてで

ありますが、これまで１ユニット（定員９名）の指

定で運営を行っておりました認知症対応型共同生活

介護施設「グループホームほーぷ」より、７月６日

付で２ユニット（定員１８名）への変更申請が提出

されたことから、介護保険事業運営協議会における

審議を経て、８月１日付で２ユニット利用について

指定したところであります。 

 地域に信頼される介護施設として、利用が図られ

ることを期待しているところであります。 

 次に、農作物の生育状況についてでありますが、

既に収穫が終了した麦類については、６月の低温、

日照不足に続き、７月上旬の長雨など天候不順の影

響により、収量・品質とも平年を下回っており、他

の主要作物である豆類やバレイショ・ビートについ

ても、生育不良が危惧される状況となっておりま

す。 

 また、水稲については、生育におくれがあるもの

の、今後の天候回復に期待するところであります。

さらに、牧草についても長雨の影響により、一番草

の収穫が大幅におくれたことにより、二番草の生育

にもおくれが生じている状況にあります。 

 いずれにいたしましても、本格的な収穫期を迎

え、出来秋が心配な状況にありますが、農作業の安

全確保に努めていただくとともに、生育の回復が少

しでも進むよう願っているところであります。 

 次に、児童生徒の部活動等における活躍状況につ

いてでありますが、小学生については、上富良野小

学校の村上泰都さんが北海道少年少女空手道練成大

会において優勝し、日本武道館で行われた全日本少

年少女空手道選手権大会に出場したところでありま

す。 
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 中学生については、上富良野中学校野球部が全日

本少年軟式野球大会北海道大会において準優勝し、

茨城県水戸市で行われた東日本少年軟式野球大会に

出場したところであります。 

 また、陸上部においては、２１名の選手が全道大

会に出場し、女子砲丸投げにおいて藤井夢加さんが

優勝、男子砲丸投げにおいて伏見洋飛さんが３位、

男子４００メートルにおいて平山瑛二郎さんが６位

に入賞したところあります。 

 また、上富良野中学校の国本空良さんが全国中学

生少林寺拳法大会北海道地区代表選考会において男

子単独演武の部で準優勝し、東京都八王子市で行わ

れた全国中学生少林寺拳法大会に出場したところで

あります。 

 高校生については、高体連陸上北海道大会におい

て、男子砲丸投げの西塚大悟さん、女子砲丸投げの

山内沙耶佳さん、女子１００メートル及び２００

メートルの鈴木くるみさん、女子２００メートル及

び４掛ける１００メートルリレーの加藤璃里香さ

ん、男子４掛ける４００メートルリレーの平山誠之

助さんがそれぞれ入賞を果たし、三重県伊勢市で行

われた全国高等学校総合体育大会に出場したところ

であります。 

 そのほか、小学生、中学生及び高校生たちが、日

ごろの練習成果を発揮し、卓球、陸上、サッカー、

バスケットボールなどで全道大会に出場するなど、

多くの児童生徒が活躍しているところであります。 

 今後におきましても、本町の子どもたちが各方面

で活躍いただくことを期待するとともに、このたび

立派な成果を残された皆さんに改めて拍手を送りた

いと思います。 

 最後に、建設工事の発注状況についてであります

が、６月定例町議会で報告以降に入札執行した建設

工事は、９月７日現在、件数で２４件、事業費総額

で１億８,６０５万１,６００円で、今年度累計では

４４件、事業費総額６億５,１３４万８,０００円と

なっております。 

 詳細につきましては、お手元に「平成３０年度建

設工事発注状況」を配付しておりますので御高覧い

ただきたく存じます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 以上をもって、行政報告を

終わります。 

────────────────── 

◎日程第４ 報告第１号 

○議長（西村昭教君） 日程第４ 報告第１号例月

現金出納検査結果報告について、監査委員より報告

を求めます。 

 代表監査委員、米田末範君。 

○代表監査委員（米田末範君） 例月現金出納検査

の結果について御報告いたします。概要のみ申し上

げますので、御了承を賜りたいと思います。 

 地方自治法第２３５条の２第１項の規定により執

行いたしましたので、同条第３項の規定により、そ

の結果を御報告いたします。 

 平成２９年度５月分及び平成３０年度５月分から

７月分について、概要並びに検査結果を一括して御

報告いたします。 

 例月現金出納検査を別紙報告書のとおり執行し、

いずれも各会計の出納の収支状況は別紙資料に示す

とおりであり、現金は適正に保管されていることを

認めました。 

 なお、資料につきましては御高覧いただいたもの

と存じ、説明を省略させていただきます。 

 また、税の収納状況につきましては、１４ページ

に添付してございますので、参考としていただきた

いと思います。 

 以上、報告いたします。 

○議長（西村昭教君） ただいまの報告に対し、質

疑があれば賜ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 質疑がなければ、これを

もって、例月現金出納検査結果の報告を終わりま

す。 

────────────────── 

◎日程第５ 報告第２号 

○議長（西村昭教君） 日程第５ 報告第２号議員

派遣結果報告について、報告を求めます。 

 議会運営委員長、佐川典子君。 

○議会運営委員長（佐川典子君） 議員派遣結果報

告書につきましては、以下、朗読をもって報告とい

たします。 

 議員派遣結果報告書。 

 平成３０年第２回定例町議会において議決された

議員派遣について、次のとおり実施したので、その

結果を報告いたします。平成３０年８月２１日。上

富良野町議会議長、西村昭教様。議会運営委員長、

佐川典子。 

 記。 

 件名、北海道町村議会議員研修会及び先進地事例

調査。 

 １、調査及び研修の経過。 

 平成３０年７月３日、北海道町村議会議長会主催

の北海道町村議会議員研修会に議員１３名が参加

し、２講演を聴講した。 

 また、７月４日に苫小牧市の株式会社Ｊファーム

苫小牧工場において、スマートアグリシステム・省

エネルギーシステムを活用した温室型植物工場の研
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修視察、石狩管内当別町の地域商社が運営する地元

の食の提供・地域交流スペースとして、昨年９月に

オープンした北欧の風道の駅とうべつの視察を行っ

た。 

 ２、調査の結果。 

 (１)北海道町村議会議員研修会（札幌市：札幌コ

ンベンションセンター）。 

 標記研修会において２名の講師から、それぞれ次

の演題の講演が行われ聴講した。 

 ①演題、『明治維新から１５０年、現在そして未

来を考える』。 

 講師、歴史家・作家、加来耕三氏。 

 要旨、歴史家から見るとテレビドラマや小説など

は歴史史実に脚色されており、それをみんなが楽し

んで見て（読んで）いる。しかし、本当にそうで

あったか、立ちどまって見る必要がある。なぜなら

全く同じ現象とはならないが、時代の風潮は繰り返

すためであり、過去の歴史と現在の線の上に未来が

あるからである。①常に寛容で歴史を疑い立ちど

まって考える。②事後に言うのは論外で飛躍した論

旨を捨てる。③期待値を優先せず数字を大切にす

る。ことをしてほしい。 

 ②演題、『現代日本政治と政局のゆくえ』。 

 講師、日本大学法学部教授、岩井奉信氏。 

 要旨、モリカケ問題も初期対応がよくなかった。

しかし、国会では党首討論等での追求も野党の調査

能力が乏しく、今、一定程度落ちついたのではない

か。安倍首相は総裁３選を当初から目指していたの

ではないが、憲法改正のために３選を目指してい

る。自民党内次期総裁候補が乏しい。安倍政権の政

策（経済政策、外交政策等）は壁に当たっている。 

 今、野党の連携も悪く、与党勝利には衆参ダブル

選挙もあるのではないか。安倍首相が自民党総裁３

選され、退任後は誰が首相となっているか、５年後

の情勢は見通せなく、地方においても同じなため、

きちんと情勢を見ていくことが望まれる。 

 以上、二つの講演を聴講し、今後の活動の参考と

なった。 

 （２）先進地事例調査。 

 ①苫小牧：市株式会社Ｊファーム苫小牧工場。 

 スマートアグリシステムの採用と多様なエネル

ギー資源を活用した温室型植物生産工場であり、環

境制御装置や栽培棟、エネルギー利用、使用資材な

どの実証試験を行い、この植物生産システムを各方

面にプレゼンする機能も有している。 

 昨年度までは南国フルーツやランなどの試験栽培

も実施したが採算ペースに合わず、今はベビーリー

フとミニトマトの二つの作物を通年で栽培し、高糖

度トマトのブランドは好評を得ている。 

 ②石狩管内当別町：北欧の風道の駅とうべつ。 

 平成２９年９月にオープンした道の駅で、駐車場

敷地は北海道開発局、建物・広場敷地は当別町が設

置。地元の飲食店や土産品店が入居し、農作物直売

所では地元農家で収穫された野菜等を販売している

が、地元でとれない野菜類は北海道産にこだわり、

仕入れて販売していた。施設中央に飲食・休憩ス

ペースをとり、地元産にこだわった食の提供や土産

品の販売をしており、広い駐車場スペースと建物裏

のイベントスペースにより、地元イベントにも活用

できる施設となっていた。トイレも小さな子どもと

一緒に入れる個室トイレが２パターンあるなど、利

用する視点での工夫が見られた。 

 当別町は札幌から車で４０分の近郊の町で、石狩

や増毛方面を目的とした観光客に通過されやすいた

め、町内外の人に当別の食を軸に魅力を発信する拠

点施設として、また、札幌市に隣接する農村という

特性を生かし、年間を通じた多彩なイベント開催の

拠点としての役割が期待される。 

 （３）まとめ。 

 我が町でも、ハウスなど温室栽培の導入を検討す

るときに、温泉熱の利用や複合的なエネルギーシス

テムの導入、オランダ型高度栽培制御システムは興

味深く、今後のスマート農業導入の参考となった。 

 また、地元の強みを生かした農産物の直売、それ

らを活用した食の提供、６次産業化の特産品販売や

イベント開催など、我が町の魅力を発信する拠点施

設検討の今後の展開に大きな参考となった。 

 以上でございます。お認めいただきますよう、よ

ろしくお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） ただいまの報告に対し、質

疑があれば賜ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、次の報告を求め

ます。 

 議会広報特別委員長、髙松克年君。 

○議会広報特別委員長（髙松克年君） ただいま上

程されました報告第２号の件につきまして、報告さ

せていただきます。 

 議員派遣結果報告書。 

 平成３０年第２回定例町議会において議決された

議員派遣について、次のとおり実施しましたので、

その結果を報告いたします。平成３０年９月６日。

上富良野町議会議長、西村昭教様。議会広報特別委

員長、髙松克年。 

 記。 

 件名、北海道町村議会議長会が主催の議会広報研

修会及び広報技術研修。 

 １、調査及び研修の経過。 



― 7 ―

 議会広報特別委員会は、議会の活動をよりわかり

やすく町民に知らせるための広報誌発行に関する調

査研究のため、平成３０年８月２２日から２３日ま

での間、北海道町村議会議長会主催の議会広報研修

会に参加するとともに、常任委員会による議会広報

を発行している奈井江町議会において研修した。 

 ２、調査の結果。 

 （１）議会広報研修会。 

 講師、広報コンサルタント、芳野政明氏。 

 演題、住民に読まれ伝わる議会広報の基本と編

集。 

 議会広報は住民に読まれる、議事が伝わることが

必要であり、①議事公開・議会諸活動の活性化、②

行政監視・評価、③調査・政策提案、④論点・争点

を整理、⑤議決の説明責任、⑥住民の声を反映する

媒体となっていなければならない。広報誌の編集に

当たっては、①載せたい内容（住民ニーズと伝えた

いこと）をまとめ加工する、②誰が見て読むのか

（ターゲット）を想定する、③見やすい形にして、

わかりやすく伝える、④簡便・手軽な方法はないこ

とを考え、十分に練り上げていく必要があること。 

 議会広報の４大企画として、①議案審議の報道、

②一般質問の要約、③議会活動の記事、④住民の

声・意見であり、これらを広報誌面に記載していく

のが技術的なことをとおして、発行されている議会

広報誌の事例を見ながら研修を受けました。 

 広報が持っている住民との関係性は八つの機能、

①関係づくり《リレーション》、②報道・告知《イ

ンフォメーション》、③情報開示《ディスクロ

ジャー》、④説明責任《アカウンタビリティー》、

⑤対話《ダイアローグ》、⑥啓蒙・啓発《エンライ

トメント》、⑦印象づくり《イメージング》、⑧各

種奉仕《サービス》があり、これらの機能をフル活

用することが必要である。 

 (２)広報技術研修。 

 研修先、奈井江町議会広報常任委員会。 

 議会活性化に関する検討計画に基づき平成２５年

１２月に広報広聴準備委員会を設置し、①議会広報

誌、②議会中継、③議会懇談会について調査し、平

成２７年３月に報告した、議会中継については、費

用の面で庁舎(議場等)機材設置の面から断念した

が、昨年（２９年）から音声中継を実施している。

議会懇談会については、正副議長が中心となり進め

ることとし、議会広報誌を編集・発行する広報常任

委員会を平成２７年５月１日に設置し、これまで年

４回発行し、全戸配布、公共施設等に配置してい

る。一般質問のページは、一般質問議員本人が原稿

作成するが、タイトルを含めた原稿修正や校正は、

広報常任委員全員で行っており、答弁内容について

は所管課長に確認している。 

 （３）まとめ。 

 議会広報は住民に読んでもらえるように、誌面の

工夫やわかりやすい表現、見やすい文字など、企

画・編集し検証することが必要だと感じた。また、

議会活動を知ることで、住民は自治体に関する情

報、判断材料を得ることができ、また、議員のなり

手不足解消の一助にもなり得るのではないか。さら

に、地方自治への参画意識を掘り起こし、まちづく

りへの参加を促すものと考える。 

 今後の議会広報誌の企画・編集に当たっては、今

まで以上に住民に読まれる広報誌づくりを意識し、

改善・工夫し、住民が手にとって読みたくなるよう

な編集技術も必要と感じた。 

 以上をもって、議員派遣結果報告といたします。 

○議長（西村昭教君） ただいまの報告に対し、質

疑があれば賜ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 質疑がなければ、これを

もって、本件の報告を終わります。 

────────────────── 

     ◎日程第６ 報告第３号 

○議長（西村昭教君） 日程第６ 報告第３号平成

２９年度上富良野町教育委員会点検・評価の報告に

ついて、報告を求めます。 

 教育振興課長。 

○教育振興課長（及川光一君） ただいま上程いた

だきました報告第３号平成２９年度上富良野町教育

委員会点検・評価の報告について説明申し上げま

す。 

 本報告書は、地方教育行政の組織及び運営に関す

る法律第２６条の規定により、教育委員会は毎年そ

の権限に属する事務の点検及び評価を行い、報告書

を作成の上、議会に提出し、町民に公表するもので

あります。 

 以下、平成２９年度上富良野町教育委員会点検・

評価報告書の概要について御説明申し上げます。 

 報告書の１ページをごらんください。 

 本報告書は、目的にありますように、教育委員会

の責任体制の明確化を図るため、事務の管理及び執

行状況を点検・評価し、効果的な教育行政の推進と

透明性を図り、町民への説明責任を果たすものであ

ります。 

 点検・評価の内容でありますが、平成２９年度の

教育委員会活動状況及び教育行政執行方針に示した

事務事業の成果をもとに内部評価を行ったものであ

ります。 

 また、この点検・評価に当たりましては、教育に

関し学識経験を有する教育行政評価委員３名の御意
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見をお聞きし、報告書にまとめております。 

 ２ページには評価方法と評価結果、３ページから

１２ページまでは教育委員会議などの活動状況とそ

の評価を記載しているところであります。１３ペー

ジから５２ページにわたっては、点検・評価の対象

とした３８事業を達成度、効果度による評価と総合

評価を行い、点検評価表にまとめたところでありま

す。５３ページから５５ページまでが教育行政評価

委員会の開催と、その意見を掲載しているところで

あります。５６ページ以降は参考資料を掲載してお

ります。 

 以上で、報告第３号平成２９年度上富良野町教育

委員会点検・評価報告についての説明とさせていた

だきます。 

○議長（西村昭教君） ただいまの報告に対し、質

疑があれば賜ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 質疑がないようですので、

これをもって本件の報告を終わります。 

────────────────── 

     ◎日程第７ 報告第４号 

○議長（西村昭教君） 日程第７ 報告第４号平成

３０年度（平成２９年度決算）健全化判断比率及び

資金不足比率の報告について、報告を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（宮下正美君） ただいま上程いただき

ました報告第４号平成３０年度（平成２９年度決

算）健全化判断比率及び資金不足比率の報告につい

て、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３

条第１項及び第２２条第１項の規定に基づき、監査

委員の意見をつけて御報告申し上げます。 

 平成２９年度決算における実質赤字比率及び連結

実質赤字比率は生じておりません。実質公債費比率

は１０.６％、将来負担比率は６１.５％となってお

ります。 

 次に、公営事業ごとの資金不足比率は、簡易水道

事業、公共下水道事業、水道事業及び病院事業のい

ずれも資金不足は生じておりません。 

 各比率はいずれも早期健全化基準を下回ってお

り、健全段階に位置づけられるところであります。 

 以上で、報告第４号平成３０年度（平成２９年度

決算）健全化判断比率及び資金不足比率の報告とい

たします。 

○議長（西村昭教君） ただいまの報告に対し、質

疑があれば賜ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 質疑がないようですので、

これをもって本件の報告を終わります。 

────────────────── 

◎日程第８ 平成３０年第２回定例会付託 

議案第１０号上富良野町保健事業 

検診受診料徴収条例の一部を改正 

する条例            

○議長（西村昭教君） 日程第８ 平成３０年第２

回定例会で、厚生文教常任委員会に付託いたしまし

た議案第１０号上富良野町保健事業検診受診料徴収

条例の一部を改正する条例についてを議題といたし

ます。 

 本件に関し、厚生文教常任委員会委員長の報告を

求めます。 

 厚生文教常任委員長、荒生博一君。 

○厚生文教常任委員長（荒生博一君） ただいま上

程されました議案第１０号の件につきまして、報告

させていただきます。 

 厚生文教常任委員会付託事件審査報告書。 

 本委員会に付託された事件について、審査の結

果、次のとおり決定したので、会議規則第７７条の

規定により報告する。平成３０年９月１１日、上富

良野町議会議長、西村昭教様。厚生文教常任委員

長、荒生博一。 

 記。 

 事件名、上富良野町保健事業検診受診料徴収条例

の一部を改正する条例。 

 １、審査の内容と経過。 

 平成３０年６月１９日開会の平成３０年第２回上

富良野町議会定例会に提案された議案第１０号上富

良野町保健事業検診受診料徴収条例の一部を改正す

る条例は、６月２０日付で本委員会に付託された。

その後、平成３０年７月１０日、８月７日の２日間

にわたり本委員会を開催し、関係職員から詳細な説

明を求め、慎重に審議を進めた。 

 審議に当たっては、町民に対する周知方法、自己

負担額の年齢区分から所得区分に変更しようとする

考え方、がんに罹患する主な要因、がん検診の必要

性、受診に至らない主な理由と要因、さらに現状の

受診料の課題と問題点、本改正による期待される効

果と受診率の目標などに関して質疑や意見交換を

行った。 

 今回の条例改正の目的は、１点目に、経済的理由

による健康格差の解消。これは、経済状況のために

健診（検診）が受けられず、自分の健康状態を知る

機会がないまま重篤な疾患を起こさないためであ

る。２点目に、特定健康診査の受診率７０％台を維

持させつつ、各種がん検診受診率は平成３４年度ま

で毎年０.１％ずつ向上を目標に設定するものであ

り、特に健康に比較的関心が薄い４０から５０歳代

の受診率の向上を目指したものである。 

 以上のことから、提案された改正内容について
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は、特定健康診査と各種がん検診を受診すること

で、住民みずから体の状態を理解し、生活習慣病の

発症・重症化予防とがんの早期発見・早期治療につ

ながることから、上富良野町の健康づくりが推進さ

れることを期待し、議案第１０号については、適正

と認め、原案のとおり可決すべきものと決定した。 

 なお、条例の施行に当たっては、理事者において

「２ 附帯意見」を尊重されたい。 

 ２、附帯意見。 

 上富良野町保健事業検診受診料徴収条例の一部を

改正する条例の施行に当たっては、町民に改正内容

を丁寧に説明して、理解を深めることにより、受診

率を高めるよう努力されたい。 

 また、本条例改正による受診料自己負担額は、今

後、規則に委ねられることとなるが、受診料自己負

担額の改正は、住民生活に影響が及ぶものであり、

今後においては、住民や議会へ事前に改正内容等の

情報提供を行い、協議の場を持つよう対応を求め

る。 

 さらには、健診（検診）時における受診者のプラ

イバシーに配慮した会場設営とするなど、今後にお

いてもプライバシーの保護に配慮したものとなるよ

う改善を求める。 

 以上、報告といたします。 

○議長（西村昭教君） ただいまの報告に対し、質

疑があれば賜ります。 

 １１番米沢義英君。 

○１１番（米沢義英君） 提案者に質問いたしま

す。 

 第１点目の受診料改定の理由として、経済的な格

差をなくし、医療や検診が受けられるような体制づ

くりを進めたいというふうになっております。 

 また、同時に、４０歳代から５０歳代の受診率が

特に低下しているという、いわゆる若年層の受診率

が低下しているということが掲げられております。 

 そこで、お伺いしたいのですが、受診率の低下と

いうのは、どういうところが要因となって受診率の

低下につながっているというような審査もされてい

ると思うのですが、この点、確認しておきたいと思

います。 

 今、多くの国保加入者の状況を見ますと、例えば

上富良野国民健康保険第２期保健事業実施計画等、

あるいは特定健診実施計画等でも掲載されておりま

すが、未受診の理由として、保険移動、あるいは長

期不在、あるいは他の保険に加入している等々の理

由も掲げられており、その実態等も必ずしも詳細に

把握されているものではないというような記述が

載っております。 

 私は、このことを考えたときに、単に経済的理由

だけではなく、そこに貧困の実態や社会的な要因の

中で、心に余裕が持てないという状況の中から、受

診率の低下にもつながっているというふうに考えて

おりますが、この点、どのようにお考えなのか、お

伺いいたします。 

 そうすると、根本的な解決は何かということにな

りますが、そうすると、この間、町が行ってきた丁

寧な受診につなぐ、そういった説明や保健指導の質

等の向上、あるいは人材の育成なくしては受診率の

向上につながらないというふうに思いますが、この

間の条例改正の中には、そういった記述が一切表記

されていないという点では、私は不安に感じるもの

でありますが、この点、どういうふうにお考えであ

りましょうか。 

 また、同時に、７０％台の受診率の維持、これは

どういう理由から７０％台の受診率の維持をしなけ

ればならないという形になっているのか、お伺いい

たします。 

 次に、お伺いいたしますが、チェック体制の機能

の問題についてお伺いいたします。 

 附帯意見の中にも、本条例の改正に当たっては、

受診料自己負担額は、規則に委ねられることによっ

て、自己負担、いわゆる住民の生活に影響を及ぼす

ものではないかと、そういう意味では、今後十分な

住民への周知、議会への事前の情報提供や協議の場

が必要だというふうに表記されているわけでありま

すが、私は、この点一つをとっても、今回の条例の

改正は、規則に委任するのではなくて、きっちりと

条例によって審議の場を提供してもらう。また、審

議する。これが議会のチェック機能を果たす大切な

役割であり、この機能が薄れては困るというふうに

考えますが、提案者は、この点についてどのように

お考えなのか、お伺いいたします。 

 三つ目にお伺いしたいのは、経済対策という形で

軽減対策を行おうとしています。確かに２５％以内

という形の設定はよいとしても、基本は、６５歳以

上を基本として、がん検診についても、この提案の

中には、７５歳以上となっておりますが、私は６５

歳以上も対象にすべきではないかというふうに思い

ますが、この点、もっと改善する必要があるのでは

ないかというふうに思います。 

 また、同時に、消費税の住民負担は避けるべきだ

というふうに考えますが、この点、消費税も含めた

２５％の設定となっている点で、この間の経済の諸

事情、給与あるいは年金等の抑制がされる中での住

民負担は、これ以上耐えられない状況にあるのでは

ないかというふうに考えていますが、この点、どの

ようにお考えなのか、お伺いいたします。 

 次に、受診料の減免についてお伺いいたします。 
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 所得に応じて負担という形になっております。確

かに生活保護世帯等々の負担軽減という点では評価

するものであります。当然受診率の向上にもつなが

れば、それは当然、よしとしなければならないとい

うふうに考えております。しかし、今回の条例の改

正の中には、受診者の全員が非課税世帯であるもの

となっているという表記があります。しかし、そこ

に１人でも課税される方がいれば、当然減免から外

れるという項目になっているというふうに思います

が、私は逆に所得に応じた負担と言いながらも、逆

に負担を求めているという形になり、また同時に、

所得の少ない人ほど負担率がふえるというような逆

進性が生まれるのではないかというふうに考えてい

ますが、これらの点について、どのようにお考えな

のか、お伺いいたします。 

○議長（西村昭教君） 暫時休憩いたします。 

─────────────── 

午前 ９時５９分 休憩 

午前１０時３０分 再開 

─────────────── 

○議長（西村昭教君） 休憩前に引き続き、会議を

再開いたします。 

 先ほど１１番米沢義英君の質問に、厚生文教常任

委員長、荒生博一君の答弁を求めます。 

○厚生文教常任委員長（荒生博一君） 先ほど御質

問のありました、米沢議員からの４項目に関しての

答弁をさせていただきます。 

 まず、最初の１点目の答弁ですが、現在、４０歳

から５０歳代、やはり子育てに追われ、仕事も多忙

であり、そして比較的健康に関心が薄いという世代

の未受診が多く見られるということで、今まで減免

措置がなかったというこの世代に対して、今回の条

例改正で受診料を平準化することで減免がなされま

す。 

 今後においては、受診率が低い世代に対しての保

健指導を強化するとともに、時間帯、それから曜

日、時期などを検討し、例えば皆様に受診いただけ

るよう土日の開設であったりとか、農家であります

と、繁忙期を除いた閑散期に検診を対応するとかと

いうことで、今後においてもこの検診に関しては、

現在の受診率７０％台というのは、北海道内でも

トップクラスでございます。また、この沿線でも２

位ということで、上富良野町も７０％の維持という

のは、これ以上の数字がないと言っても過言ではな

いと思いますので、今後におきましても、この７０

％という維持は、国保税との絡みで、ボーダーライ

ンと受けとめております。 

 今後においてもこのパーセントを維持・堅持いた

だくよう、保健福祉課においては徹底をしていただ

けるということでございます。 

 それから２番目の、報告で附帯意見をつけて強く

要請していますとおり、御質問のありました受診料

の規則委任については、条例規定としては、当委員

会でも今回、附帯意見をつけさせていただきました

とおり、本条例改正による受診料自己負担額につい

ては、規則に委ねられることとなるが、受診料自己

負担額の改正は、住民生活に直接影響が及ぶもので

あり、今後においては、住民や議会へ事前に改正内

容等の情報提供を行い、協議の場を持つよう対応を

求めるということで、当委員会としての判断でも、

しっかりと附帯意見を付し、理事者側に伝えており

ます。 

 今後におきましても、米沢議員と同様である考え

はございますので、しっかりと住民、また、議会へ

も事前の情報提供いただくよう努めてまいります。 

 それから、３番目の御質問でございますが、現

在、２５％自己負担の抑制をしてはどうかというこ

とですが、２５％の基準は、今後の消費税増額も含

めた額であり、当委員会としては妥当と判断し、認

めたところでございます。 

 最後、４点目の御質問ですが、受診料の減免につ

いてですけれども、所得のある方については応分の

負担を求めるという考え方に基づき、やはり税の公

平、公正の判断により、当委員会としては妥当と判

断をし、認めたところでございます。 

 最後、まとめになりますけれども、町民の皆様の

健康、それから増進をやっていくための条例改正で

ございまして、この報告でもさせていただいていま

すけれども、住民みずからが体の状態を理解し、生

活習慣病の発症・重症化予防とがんの早期発見・早

期治療につながるということで、町民の健康づくり

の観点で、しっかりとした条例改正と判断いたしま

したので、これをもって答弁とさせていただきま

す。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 ほかに御質問ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 これで、委員長報告に対する質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 まず、本件に対する反対討論の発言を許します。 

 １１番米沢義英君。 

○１１番（米沢義英君） 私は、今回の保健事業検

診受診料徴収条例改正に反対するものであります。 

 受診料の徴収が条例か規則に委ねられれば、一時

的な料金の抑制があったとしても、委託料や消費税
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率の変更があった場合、議会の議決がなくても受診

料が改定される仕組みになる。そうなれば、住民へ

の負担が新たに求められることになります。住民の

暮らしに当然影響を及ぼすものについては、条例に

委任すべきであり、また、議会のチェック体制が規

則に委任されれば、薄れることが懸念されます。 

 また、今報告書の中にもあるように、自己負担が

今後規則に委ねられることにより、住民生活への影

響と、住民や議会への情報の提供及び議会の場の必

要性を求めた附帯意見が出されているように、私

は、この点をとっても、本来、こういった料金の改

定に当たっては、議会の条例とすべきだと考えま

す。 

 二つ目に述べたいのは、受診料の減免の対象は、

生活保護世帯及び条例によれば、世帯の全てが非課

税であるものとされますが、しかし、１人でも課税

者がいれば、その減免の対象から外れるという状況

であり、所得の少ない世帯ほど負担が重くなる逆進

性が起こるということが懸念されます。 

 また、７５歳以上のがん検診者に対しても、私

は、特定のいわゆる軽減策とありますが、しかし、

最低でも６５歳以上を基本として対象に私はすべき

ではないかと考えます。 

 三つ目に訴えたいのは、予防医療及び経済的な理

由による格差の解消、若年層などの受診率の向上を

目的として、今回の条例の改正が行われようとして

います。 

 受診率の向上については大いに賛成であります。

また、この間、町も受診率の向上に向けた各種の検

診の向上に努めてきたという点でも、私は大いに評

価もしている１人であります。 

 しかし、非課税世帯における未受診者の受診の誘

導だけで、受診料の軽減だけで、果たして受診率が

向上するのかどうなのかという点では疑問を抱かざ

るを得ません。社会的、経済的理由で、心に余裕が

ないとすれば、当然そこにきめ細やかな検診の取り

組みが当然必要になってくるわけであります。 

 そのためには、行政側の人材の確保や保健指導の

取り組みの向上、質の向上をなくしては、問題の解

決にはなりません。 

 また、働き方による改革もしなければ、これは当

然町でできるものではありませんから、社会的な問

題として私は捉える必要が、同時に町の問題として

も捉える必要があると考えます。町の特定健診の受

診率の向上は、当然、人との信頼関係を築いてきた

ことによるものであることを忘れてはなりません。

私は、この間、町がこの精神に基づいて、住民の信

頼関係をもとに、受診率の向上を図ってきたわけで

すから、住民からかけ離れた医療費の抑制や受益者

負担、受診率の向上だけを求める方向になりつつあ

ることに懸念を表明するものであります。 

 これを述べて、上富良野町保健事業検診受診料徴

収条例の一部改正に対して反対するものでありま

す。 

○議長（西村昭教君） 次に、本件に対する賛成討

論の発言を許します。 

 １番中澤良隆君。 

○１番（中澤良隆君） 上富良野町保健事業検診受

診料徴収条例の一部を改正する条例について、賛成

の立場から討論いたします。 

 町民みんなの願いである健康で心豊かに生き生き

と暮らすことを目指し、我が町は、平成２６年２月

に健康づくり推進の町を宣言いたしました。 

 その中で、町民の自主的な健康づくりを推進する

ため、町では特定健診やがん検診の受診向上に力を

注ぎ、着実に成果を上げてきていましたが、今回、

さらなる受診率の向上と、課題であった受益者負担

の適正化に向けての条例の一部を改正（案）が提案

されました。 

 以下、改正案に対し賛成する主な理由を申し上げ

ます。 

 一つ目の理由としては、検診受診に至らなかった

理由の一つとして、受診料の負担問題があったと聞

き及んでいます。決して経済的理由により受診に至

らず、健康格差が生じてはならないと考えます。改

正案では、所得の低い方の負担軽減に重きを置いた

提案だと考えます。 

 二つ目としては、我が町は、特定健診やがん検診

の受診率は全道の中でもトップクラスに位置してい

るのは御承知のとおりであります。しかしながら、

実態を見ますと、４０から５０歳代の受診率におい

ては、他の年代層よりも低い状況にあります。比較

的健康づくりに関心が薄い四、五十歳代の底上げを

目指し、検診内容の充実と受診の向上、推進に積極

的な姿勢がうかがわれる改正案だと考えます。 

 以上のことから、提案された改正内容は、検診受

診料の受益者負担の適正化と、所得が少ない方々の

負担軽減にも十分配慮されており、我が町の健康づ

くりがさらに推進されるものと確信し、本条例の改

正に賛成するものであります。 

 なお、今後の改正については、規則に委ねられる

ことになりますが、町民生活に大きな影響があるこ

とから、住民や議会と十分な協議を行い、丁寧な説

明に心がけるよう私からもお願いをするところであ

ります。 

 以上であります。 

○議長（西村昭教君） 次に、本件に対する反対討

論の発言を許します。ございませんか。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） ないようですので、これを

もって討論を終了いたします。 

 これより、平成３０年第２回定例会で、厚生文教

常任委員会に付託審査しました議案第１０号上富良

野町保健事業検診受診料徴収条例の一部を改正する

条例を起立により採決します。 

 本件に対する委員長報告は、原案可決でありま

す。 

 本件は、委員長報告のとおり決することに賛成の

諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（西村昭教君） 起立多数であります。 

 よって、本件は、委員長の報告のとおりと決しま

した。 

────────────────── 

◎日程第９ 町の一般行政について質問 

○議長（西村昭教君） 日程第９ 町の一般行政に

ついて質問を行います。 

 質問の通告がありますので、順次、発言を許しま

す。 

 初めに、３番佐川典子君。 

○３番（佐川典子君） 初めに、このたびの台風２

１号及び北海道胆振東部地震により被災されました

全ての皆様に心よりお見舞いを申し上げます。 

 また、本日出席を見合わせられた町長に対しまし

て、早期回復をお祈り申し上げ、一般質問をさせて

いただきます。 

 まず１項目めは、町の景観についてでございま

す。 

 上富良野町に景観条例があるが、今後の公共施設

整備において、景観に配慮した色など統一性のある

施設整備を進める考えはないのか伺いたい。 

 ①今までの公共施設の色などは誰が決めてきたの

か伺う。 

 ②上富良野町景観づくり推進会議等の関係機関に

おける意見の中で、公共施設の景観についての意見

はなかったのか、あったのであれば、どのような内

容であったのか伺う。また、年に何回開催されてき

たのか伺う。 

 ③町の公共施設の景観について、第５次総合計画

ではどのようなことが考慮されてきたのか伺う。 

 ④町の形状を考えると、町の集落はすり鉢状に

なっており、峠から見おろすと一定程度見渡すこと

が可能な町である。総合計画の１０年単位ではな

く、もっと長いスパンで公共施設を考えていくこと

が望まれる。色の統一を図ることで景観や利用者へ

の安心感も生まれる。センスの問題や好みの問題も

あると思われるが、将来改築予定の施設整備（病

院・庁舎など）から、色の統一を図ることで町の景

観に生かされると思うが、それについて伺いたいと

思います。 

 ２番目は、出生祝いの対応についてです。 

 平成２８年、上富良野の総合戦略が策定された

が、２０４０年には１万人程度の人口を目標とし

た。現在は１万８３６人（平成３０年７月３１日現

在）で、町の合計特殊出生率も１.７の目標値を下

回っている。欧州では、子の出生を祝う「ニュー

ボーン」ということがあり、出産記念に何かしらの

アクションを行うとしている。子は宝であり、町の

将来を担う種であると考えられる。町でお祝いの気

持ちをあらわすことは当然であり、幸せを共有する

ことで町民も幸せになれる。現在の町の出生時にど

のような対応があるのか伺いたい。、 

 議会の懇談会で出席者から防災無線がお悔やみ放

送になっていて暗い感じがする。子どもが生まれた

ときにもお祝いの放送をしてはどうかという声が出

された。町民の意見もあり、対応できることではな

いかと思うが、それについても伺いたいと思いま

す。 

 ３番目は、教育長にお願いをいたします。 

 がん教育の推進と充実についてでございます。 

 死因の第１位を占めるがんは、現在では２人に１

人の罹患率である。国だけでなく、地方自治体も個

人としても対応や予防が望まれています。２００６

年にはがん対策基本法が制定されました。北海道に

おいては、２０１２年、がん対策条例が施行され

た。２０１６年、改正法案が成立し、その中には、

治療と就労の両立支援、緩和ケアの強化、がん教育

の推進などが盛り込まれた。健康づくり推進の町と

して、がん教育の重要性は否めない。 

 現在行われているがん教育の内容について伺いた

い。また、今後の課題や、どのように充実させてい

くのか伺いたいと思います。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） 副町長、答弁。 

○副町長（石田昭彦君） ３番佐川議員の３項目に

ついての御質問にお答えさせていただきます。 

 まず、１項目めの景観に配慮した公共施設整備に

関する４点の御質問にお答えいたします。 

 １点目の公共施設の色等の決定についてでありま

すが、新設・改修のいずれの場合も設計者の意図な

どを参考としながら、施設を管理する所管課内での

協議において、当該施設の特性等を考慮した中で決

定してきておりますが、大規模な公共施設について

は、所管課の提案をもとに、町長において決定して

きた経過にあります。 

 また、かみふらの景観づくり計画を策定した平成
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２３年度以降においては、同計画に定める建築物等

に求められる景観形成の基準に沿って対応している

ところであります。 

 次に、２点目の景観づくり推進会議についてであ

りますが、当会議は、かみふらの景観づくり条例に

おける届け出行為に対する助言や景観づくりのあり

方、仕組みなどを検討することを目的として、平成

１８年度に設置されたものであります。 

 当会議は、設置以降、本町の景観づくり計画の策

定に向けた審議などを、平成１８年度から平成２２

年度までの間で合計１０回を開催してきております

が、公共施設の景観に関する協議が行われた経過は

ないところであります。 

 次に、３点目の第５次総合計画における公共施設

の景観への配慮等についてでありますが、公共施設

については、風土に調和した社会基盤づくりの中軸

となることから、周辺環境と調和した施設整備を進

めるとともに、国や道など他の地方公共団体が実施

する公共事業においても、町と同様に統一感のある

施設整備となるよう取り組んできたところでありま

す。 

 次に、４点目の公共施設の色の統一をとのことで

ありますが、さきにお答えしたとおり、かみふらの

景観づくり計画が定める建築物等に求められる景観

形成の基準に沿って整備を進めているところであ

り、今後においても、同計画の考えに沿って、周辺

環境や周辺の町並みと調和に配慮しながら整備を進

めていくことが重要と考えていることから、公共施

設について色を統一するという考えは持ち合わせて

いないことを御理解賜りたいと存じます。 

 次に、２項目めの出生祝いの対応に関する御質問

にお答えいたします。 

 町の子育て支援策については、妊娠、出産、乳幼

児から高校生までの各ステージにおいて、保健・医

療・福祉及び教育・生活などに対して、さまざまな

子育て支援策を推進しているところであります。 

 出生時において祝意をあらわすことにつきまして

は、全く同感でありますが、行政サービスの中でど

のようにあらわすかについては、多様な考え方があ

るものと受けとめております。 

 諸外国においては、子どもの健やかな成長を願う

ため、それぞれの地域独自の風習に倣ったさまざま

な贈り物をすることもあると認識をしております。 

 また、上川管内においても、記念品や祝い金を贈

呈している自治体もありますが、本町としまして

は、安心して産み育てることができる子育て環境を

しっかり充実させていくことが最も重要な責務と受

けとめているところであります。 

 今後においても、よりよい支援策となるよう、子

育て世代の皆様を初め、広く御意見を聞く中で充実

を図ってまいりたいと考えております。 

 お子様の健やかな成長を願うに当たり、出生時に

町として祝意をあらわすことにつきましては、愛郷

心を育むなどの側面もあり、いろいろな機会を通

じ、町民の方々の意見も伺いながら、将来課題とし

て捉えさせていただきたいと思います。 

 また、防災行政無線により、出生時にお祝い放送

をとのことでありますが、防災行政無線は、災害時

の放送のほか、平常時において町の行政情報を放送

しており、お悔やみ放送については、臨時放送とし

て、喪主様から希望があった場合に実施していると

ころであります。 

 子どもの出生に係るお祝いの放送につきまして

は、祝い品業者等からの営業活動に利用されるなど

課題もあり、個人情報保護の観点からも実施は困難

と判断しておりますので、御理解を賜りたいと存じ

ます。 

○議長（西村昭教君） 次に、教育長、答弁。 

○教育長（服部久和君） ３番佐川議員の３項目め

のがん教育の推進と充実に関する御質問にお答えし

ます。 

 がん教育の推進と充実についてでありますが、国

は、平成２４年にがん対策基本法に基づき、がん対

策推進基本計画を策定し、また、北海道において

も、がん対策推進条例が施行され、児童生徒ががん

に対する正しい知識と、健康と命の大切さについて

学び、みずからの健康を適切に管理することを目指

し、健康教育全体の中で、がんに対する理解を深め

るための教育が行われるよう、必要な施策を講じる

ことになりました。 

 また、平成２７年３月、がん教育のあり方に関す

る検討会から、学校におけるがん教育のあり方につ

いての報告が取りまとめられております。 

 この中で、がん教育の目標は、がん教育の具体的

な内容が報告され、がん教育の実施に当たっては、

がん教育が健康教育の一環として、学習指導要領を

踏まえ、保健体育科を中心に、学校の実情に応じ

て、教育活動全体を通じて適切に行うことが大切で

ある。また、家庭や地域社会との連携を図りなが

ら、生涯にわたって健康な生活を送るための基礎が

養われるよう配慮するとあり、学校教育活動全体で

推進されることとされております。 

 現在、本町におきましては、学習指導要領に基づ

き、小学校５、６年生は体育で、中学校３年生は保

健体育の教科で、生活習慣病の予防の授業におい

て、がんの予防、早期発見、検診などについて学習

し、正しい理解を深め、健康と命の大切さについて

学んでおります。 
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 昨年度におきましては、上富良野小学校の５、６

年生を対象に、がんの専門医師によるがん予防・検

診についての「がん教育出前講座」を実施いたしま

した。 

 今後におきましても、引き続き学習指導要領に基

づいた健康教育、がん教育を適切に進めてまいりま

すので、御理解を賜りたいと存じます。 

○議長（西村昭教君） 再質問ございますか。 

 ３番佐川典子君。 

○３番（佐川典子君） 今お答えいただきましたけ

れども、景観づくり推進会議というのが平成１８年

から始まって、２２年まで１０回開催ということで

ございますけれども、２２年以降開催していないの

は、どのような理由からなのか、まず伺いたいと思

います。 

○議長（西村昭教君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（佐藤 清君） ３番佐川議員の景

観づくり推進会議の開催についての御質問でござい

ますが、まず、景観づくりの計画が運用されました

のが２３年４月１日からでございます。その以降に

つきましては、まず、事前相談、それから事前協議

というものがございまして、この部分について、２

３年から現在まで３２件の協議を行っております。

この中で、担当のほうで、この場所に建てたいのだ

とか、設置したいのだという協議を行っていきます

ので、その部分で助言を行い、そして、景観形成の

基準に対する適用について簡易審査をし、そして指

導を行っておりまして、この部分において、支障を

及ぼすおそれがないという判断であった場合に、届

け出を免除するというふうになっておりまして、こ

の段階で許可をしておりますので、景観推進会議を

する案件がないというふうに判断しているところで

ございます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ３番佐川典子君。 

○３番（佐川典子君） 町の景観形成の基準という

のがあると思うのですけれども、それは、例えば上

富良野町独自の特質した景観形成に対するそういう

のというのはあるのでしょうか、それについて伺い

たいと思います。 

○議長（西村昭教君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（佐藤 清君） ３番佐川議員の御

質問にお答えさせていただきます。 

 まず、上富良野町の特徴であります。上富良野町

内の代表的な視点から考えますと、十勝岳を望む眺

望を阻害しないというのがまず１点です。次に、北

国の自然景観のイメージを損なう原色の色遣いや奇

抜な意匠としないこと、これが２点目でございま

す。３点目に、上富良野町の風景と調和し、多くの

人に好感を持たれるデザインを心がけると、この三

つが、まず大きな方針と、基準となっております。 

 また、色についても、彩度７以下にすること。原

色は使わないことというふうな基準となっておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ３番佐川典子君。 

○３番（佐川典子君） 色や美的景観についての一

定程度の基準というのがあるのはわかっておりま

す。私たち町民として、そういうのがなかなか周知

が徹底されていない部分というのも結構あると思う

のですけれども、それらについてはどういうふうに

お考えでしょうか。 

○議長（西村昭教君） 副町長、答弁。 

○副町長（石田昭彦君） ３番佐川議員の御質問に

お答えいたします。 

 町においては、平成２３年にそれらの基準等が成

立されたところでありますけれども、多くの町民に

そういったことが浸透されていないということであ

れば、それは私たちのＰＲといいますか、知らせて

いる取り組みの努力が足りないことなのかなという

ふうに反省するところでありますので、機会を通じ

て、そういったことを通知するようなことにも努め

てまいりたいと思っております。 

○議長（西村昭教君） ３番佐川典子君。 

○３番（佐川典子君） 景観というものは、次から

次へと変化していくわけでございますので、先を見

据えた中でのある一定の提示等を町がしていかなけ

れば、これは本当に個々の好きなような感じ、そう

いうような景観、まちづくりになっていくのかなと

いうふうに思うところなのです。 

 それで、なぜ公共施設等について、いろいろな色

を使っているわけです、今までも。その景観につい

ての協議がなされていないということが、どうも私

的には納得がいかないなと思うのです。やはり行政

側としては、大きな上富良野町の町自体の描く、そ

ういうものも景観形成のある一つのプラン的なもの

というのは、今後、考えていかなければ、外から見

ても、すてきな町だねというような言われ方をする

べきだと思うのです、これからも。そういった意味

において、長いスパンで考えていかなければいけな

いというふうに思うことがあるので、今、伺ってい

るわけですけれども、これについては、将来的に

も、町の印象も含めて、今の状態でいいというふう

に判断していらっしゃるのか、これから少しでも、

人から見ても、外から来られた方たちから見ても、

すてきな町だねと言われたいような、そういう気持

ちがあるのかどうか、そこら辺もちょっと伺いたい

と思います。 
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○議長（西村昭教君） 副町長、答弁。 

○副町長（石田昭彦君） ３番佐川議員の御質問に

お答えいたしますが、誰しもすてきに思われたいと

いう、その気持ちについては、共有のことかなとい

うふうに理解をしております。 

○議長（西村昭教君） ３番佐川典子君。 

○３番（佐川典子君） いろいろな町がありますけ

れども、私の知っているところでは、やはり東川町

なんかは町並みが統一されています。ニュータウン

みたいなものも新しくできて、建蔽率だといろいろ

なこともあって、すごく配慮されて、屋根は、大雪

山に見合うような三角の屋根を今後、皆に推奨して

いるだとか、あと、物置だとか灯油タンクだとか、

外に設置されているクーラーに関しては、なるべく

建物の雰囲気を壊さない程度の覆いをかぶせると

か、そういうような配慮をするということで、町の

ほうから町民の皆さんにお願いをしているというこ

とです。やはりそういったささいなことでも、少し

ずつ町の景観をよくするために考えていくべきでは

ないかなというふうに思うのです。 

 私たちは、家の周りにある、少しでもきれいに見

えるように花を植えて、毎日水をやって、少しでも

町をよくするために、街路の花植えも町内会単位、

また、商工会単位でいろいろと植えてはいます。で

も、それだけ果たして景観がいいということで終

わっていいのかなと私は疑問に思うのです。 

 西興部村というところもあるのですけれども、そ

こなんかは、公共施設がすごく色が統一されてい

て、すごくすてきに見えます。あそこの町も見おろ

す形なのです、すり鉢状になっておりまして。そこ

ら辺をぜひ今後も検討していくべきではないか、色

も、統一といったって、白は白と決めろとか、そう

いうことを言っているのではなくて、もう少し配慮

した中で、町として、公共施設から始めていくべき

ではないかなという思いがあるもので、そこら辺に

ついて伺いたいのですけれども、町民の努力と、行

政の立場として、町民にどのように、景観を意識し

ているということを伝えるかということにおいて

は、やはり公共施設から始めるのが一番いいかなと

いう思いがあるので、それで今回の質問に至ってい

るのですけれども、そこら辺について伺いたいと思

います。 

○議長（西村昭教君） 副町長、答弁。 

○副町長（石田昭彦君） ３番佐川議員の御質問に

お答えいたしますが、多分思いは佐川議員と同じな

のだろうというふうに思いますけれども、公共施設

も町の中の景観をつくっていく一つでありますの

で、そういうものについても、建物の、町のほうで

は基準をつくって、華美にならないような色遣いで

あったりだとか、その周りの景観や周りの建物等と

調和をしたような、そういう形であったり色遣いで

あったりというものを基準にしておりますので、そ

ういうものをこれからも基準に沿って、景観づくり

計画の考え方に沿って取り進めていくことは重要な

のかなというふうに考えているところであります。 

○議長（西村昭教君） ３番佐川典子君。 

○３番（佐川典子君） それはわかるのですけれど

も、今、建てている建物の、例えば総合センター、

社教センターですけれども、屋根の色が青だった

り、あれはすごく目立ちます、千望峠から見ても。

ああいったものを、目にばっと入りやすいようなも

のを選定するということではなくて、もう少し自然

にマッチしたようなものの選択をするような、そう

いう配慮的なものを、今度は、せっかく景観づくり

推進会議のメンバーの委員の人たちもいらっしゃる

わけですから、ぜひそういった皆さんのお声を聞い

て、もうしばらく会が開かれていないということで

すから、ぜひ今度、６次総合計画もございますし、

そういった皆さんのお声を聞くこと、会議を開い

て、聞くということをまず第一に行ってほしいと思

いますが、それについて伺いたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 副町長、答弁。 

○副町長（石田昭彦） ３番佐川議員の御質問にお

答えいたしますが、景観づくり推進会議につきまし

ては、景観づくり計画の策定に御尽力をいただいた

経過にありまして、平成２３年度以降は開催されて

いないところであります。 

 先ほど建設水道課長がお答えしたように、景観づ

くり推進会議の主な所掌については、届け出等に対

する助言を行うことが一番大きな会議の所掌となっ

ておりますので、これらの届け出に至っていないと

いうことから、具体の事案として、会議が開催され

てきていない経過にございますけれども、今、議員

おっしゃるように、今の町の景観づくり計画が不備

があったり、基準に不備があったりというようなこ

とで、見直し等も今後必要になってくることも想定

されますので、当然そういうものを見直したりする

過程においては、景観づくり推進会議の中で御意見

をいただくことは大切なことかなというふうに理解

をしております。 

○議長（西村昭教君） ３番佐川典子君。 

○３番（佐川典子君） これからそういうような開

催をしていただいて、町民の意見を広く吸収した中

で進めていっていただくことを強く要望します。 

 それと、今もう一つ伺いたいのは、景観づくり推

進委員の人選でございます。これは、１人、東京大

学アジア生物資源研究センターというところにお勤

めの方が委員の中にいらっしゃいますけれども、こ
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れは、以前建築関係か何か、そういったことに従事

していた方なのでしょうか。生物資源研究というの

は、ちょっと私的には、どういう人選でこの方が

なったのかなというのがありますけれども、そこら

辺について伺いたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（佐藤 清君） ただいま３番佐川

議員の御質問にお答えさせていただきます。 

 東京大学のアジア生物資源研究センターの方でご

ざいますけれども、景観に詳しい方でございまし

て、研究されている方でございます。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） ３番佐川典子君。 

○３番（佐川典子君） 北海道は北海道らしい建築

というのもあると思いますので、ぜひ、北海道にも

たくさん大学もございますし、協定を結んでいる大

学もございますし、雪が降る地区と降らない地区と

いうことだけでも、全然屋根の形や、いろいろな部

分において違ってくると思うのです。この任期があ

るとは思うのですけれども、この方も含めて、今

後、いろいろな広い意見を聞きながら、将来的に上

富良野がすてきな町に見えるように、町民もそれぞ

れ努力しますけれども、行政側からもそういったお

示しをしていただくのが私は、一歩ずつ前に進んで

いける、そういう上富良野になっていくのかなとい

うふうに思うのですが、そこら辺について伺いたい

と思います。 

○議長（西村昭教君） 副町長、答弁。 

○副町長（石田昭彦君） ３番佐川議員の御質問に

答えいたしますが、景観づくり推進会議の委員につ

きましては、附属機関の委員でございますので、任

期ごとに委員の方々は、適任の方という方を選任し

ていきたいというふうに思っておりますので、これ

からも、どういう方に御意見を伺っていったり、ど

ういう方が担っていただくのがベストなのかという

ことを判断しながら委員の選任に当たっていきたい

と思っております。 

○議長（西村昭教君） ３番佐川典子君。 

○３番（佐川典子君） 次に、出生祝いの対応につ

いて伺いました。現在、出生時に町でどのような対

応があるのかということで伺っていますので、それ

について伺いたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 副町長、答弁。 

○副町長（石田昭彦君） ３番佐川議員の御質問に

お答えいたしますが、出生のときに何か特別な対応

というのは特にあるわけではございません。 

○議長（西村昭教君） ３番佐川典子君。 

○３番（佐川典子君） 町民の方々の意見を伺いな

がら、将来、課題として捉えるというようなお答え

をいただきましたけれども、答弁の中で、祝い品業

者からの営業活動に利用される可能性もありという

ような文面があったのですけれども、これは、私

ちょっと気がつかないのですけれども、どういうこ

とを想定していらっしゃるのか、ちょっと伺いたい

と思います。 

○議長（西村昭教君） 副町長、答弁。 

○副町長（石田昭彦君） ３番佐川議員の御質問に

お答えいたしますが、過去には、個人情報保護条例

等が施行される以前につきましては、赤ちゃんが生

まれました、例えば小学校に入学しましたというよ

うなことを、広報等でもお祝いの文面等をお知らせ

したり、そういうことがございました。そういうよ

うなものが、当然商売をされている方もたくさんい

らっしゃいますので、お祝品の返礼品のような、そ

ういうようなものであったり、例えば赤ちゃんが生

まれて３年後、５年後、７年後の七五三を迎えると

きとか、二十歳を迎えるときの、貸衣装屋さんから

ダイレクトメールが届いたり、何でこの業者からう

ちの子にお手紙が来たのだろうとか、そういうよう

なことが、ここで言っている営業活動等に利用され

るような、そういうことも懸念されるということ

で、なかなか放送というものは難しいのかなという

ことで、町では今、判断しているところでございま

す。 

○議長（西村昭教君） ３番佐川典子君。 

○３番（佐川典子君） 個人情報のことをおっ

しゃったのですよね。それで、商品の業者等々にと

いうようなお話もありましたけれども、あくまでも

私が質問しているのは、町で出生したときに、お祝

いの気持ちを町民と共有したいので、そういうこと

でという質問なのです。個々に確認をとればいいだ

けの話でございますし、名前を言わなければいいで

すし。例えば、男のお子さんが生まれましたという

ことでも構わないかもしれませんし、それはいろい

ろな方法が考えられるわけです。 

 うちの町でしたら産婦人科の医院がないわけです

から、退院されてから１週間後、上富良野町に戻っ

てこられてからでも、１週間前に上富良野町の赤

ちゃんが生まれました、男の子が生まれましたとい

うことでも構わないとは思うのです。それは、その

ときそのときで、その人たちが名前を出さないほう

がいいというのであれば、それはそのように対応す

ればいいですし、そこは、私はがちがちに、住所と

両親と子どもの名前と全部を言ってほしいというこ

とを言っているわけではございませんので、そこら

辺は理解していただければいいなというふうに思っ

ております。 

 東川町では、「君の椅子」とかといって、椅子の
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プレゼントをしたり、また、お米が主要な自治体で

はお米をプレゼントしたり、写真を撮ってあげると

いうことをされていたり、いろいろな町としての出

生に対するお祝いというのを考えております。 

 私、思うのですけれども、国保の加入者において

３万円が渡っております。これは不平等ではないか

なというふうに考えているのです。これについて

ちょっと伺いたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（北越克彦君） ３番佐川議員の御

質問にお答えいたします。 

 国民健康保険の関係では、出産育児一時金といた

しまして、出産のときには４２万円が支給されてい

るところでございます。プラス出産祝い金も３万円

出しているところで、合計４５万円ということにな

るところでございます。 

 国保といたしまして出しているところでございま

して、ほかの健康保険等々でも、いろいろな助成制

度があるところでございまして、社会保険でありま

すとか、共済保険でありますとか、建設国保とか、

いろいろな保険制度の中でそれぞれ対応している、

出産のときには、それぞれの保険制度の中で対応し

ているものと理解をしているところでございます。 

○議長（西村昭教君） ３番佐川典子君。 

○３番（佐川典子君） 出産に対する補助制度とい

うのは、社会保険等々もありますし、いろいろなと

ころでもありますけれども、やはり子どもが生まれ

たというお祝いというのと、また、出産にかかわる

費用の補助というのはまた違うと思うのです。それ

で、私は、今後においては、そういうことが、全町

民で、出産した場合に、そういうお祝い金というの

をやっていただかないといけないかなというふうに

思っております。それについてちょっと伺いたいと

思います。 

○議長（西村昭教君） 副町長、答弁。 

○副町長（石田昭彦君） ３番佐川議員の御質問に

お答えいたしますが、先ほど御答弁したように、そ

れぞれ上川管内においても、いろいろなお祝い品を

贈ったり、お祝い金を贈ったりというような、それ

ぞれの行政サービスとして行う部分についてのあら

わし方については、それぞれの町の御判断がいろい

ろあるだろうなというふうに理解をしています。 

 今現在、町においては、そういったお祝い品やお

祝い金を、生まれたときに御贈呈するというような

ことも一つの考え方ではありますけれども、安心し

て赤ちゃんを生める、生んだ後、安心して育てられ

る、そういう環境をしっかり整えていくことのほう

が、私たちに求められている課題なのかな、責務な

のかなというふうに理解をしているところでありま

す。 

 あわせまして、こちらにつきましても御答弁させ

ていただきましたけれども、例えば、そういう機運

が町民の中で高まってきたときに、上富良野町とし

て、赤ちゃんが生まれたときに、どういった形でそ

ういうものをお示しするのか、例えば、先ほど佐川

議員の発言の中にもございましたけれども、東川の

ように「君の椅子」プロジェクトというような、そ

ういうものをやったり、地元の特産のお米を配った

りというような、そういうこともございますので、

うちの町の赤ちゃんが生まれたときに、私はこの上

富良野で生まれたのだということを、将来にわたっ

てもしっかりと感じていただけるような、そういう

ようなことで、上富良野としては、赤ちゃんが生ま

れたときに、こういうものがいいのではないのだろ

うかというようなことは、町民の中でしっかりと、

そういうような機運が高まってきたときに検討して

いく課題なのかなということで、先ほども、将来の

課題として捉えさせていただきたいということで答

弁をさせていただいたところであります。 

○議長（西村昭教君） ３番佐川典子君。 

○３番（佐川典子君） ぜひ今のお答えのとおりに

動いていただければ、今後、町が防災無線等々、ま

た、生まれてくる子どもに対する町の心遣い、姿勢

というものが見えてくると思いますので、ぜひそこ

ら辺は検討をいただくということで、お願いしたい

なというふうに思います。 

 次に、がん教育の推進と充実についてでございま

す。 

 過去にも質問しましたが、教育長がすぐに対応し

てくださったということで、がん教育のテーマに

沿って小中学校でも教えているということでござい

ます。 

 今年度のがん教育のテーマに沿ったがん教育の開

催というのですか、それはいつごろ、どんなふうに

やるのか、ちょっと伺いたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 教育長、答弁。 

○教育長（服部久和君） ３番佐川議員からのがん

教育に関する御質問についてお答えをいたします。 

 今年度はどのように進めるのかというお話ですけ

れども、基本的に、教科書に載っているがんの予防

だとか検診だとかについて学習を進めることになっ

ております。小学校では、中学校より簡単な知識、

いわゆる生活習慣病と言われるものの中に、がんと

いうカテゴリーがあるという部分で、その中で学習

を進めます。中学校においては、小学校のレベルよ

り少し詳しく、中身を詳しくしたものを進めること

になっているところです。 

 昨年実施しました特別の講演については考えてお
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りません。ただ、あれも希望する声もありましたけ

れども、北海道が主催しておりまして、そちらのほ

うについては、一度やるとしばらく当たらないとい

うことで、断念をしたところでございます。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） ３番佐川典子君。 

○３番（佐川典子君） 学校教育におけるがん教育

のあり方の報告書の取りまとめもございます。外部

講師を用いたがん教育のガイドラインというのがあ

ります。教育長が今おっしゃったとおりなのですけ

れども、町として、がん教育の重要性がわかってい

る以上、上富良野小学校だけでなく、上富良野西小

学校、もしくは中学校も生徒がいらっしゃるわけで

すから、ぜひここら辺の、差別なく教育を受ける権

利がございますので、それに対して進めていただけ

るということを願いたいと思いますけれども、教育

長のお考えを伺いたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 教育長、答弁。 

○教育長（服部久和君） ３番佐川議員の御質問に

お答えしたいと思います。 

 差別といいますか、基本的に学習指導要領の中で

決まっている部分を的確に進めていきたいと思って

おります。あくまでもがん教育単独では、教育では

ありません。うちの町が目指しているのも、がんだ

けではなく、健康という部分を重点に置いた、その

中のカテゴリーとしてがん教育があるということ

で。 

 ただ、今の死亡率が、死亡のナンバーワンだった

り、そういう状況を踏まえて、また、今の子どもた

ちは１００歳まで生きるかもしれないというような

中で、がん教育をどのように進めていくかという部

分は十分考えていきたいと思っています。ただし、

あくまでも健康教育の中の、まずは、基本は健康教

育だと、その中にがんというカテゴリーがあるとい

うことで進めていきたいというふうに考えておりま

す。 

 また、新学習指導要領、今出されておりますけれ

ども、その中で、がん教育については、中学校のほ

うで、学習指導要領に明確にうたわれました。これ

は、エイズが２０年ほど前にはやったときに、学習

指導要領でうたわれて以来、２０年ぶりに中学校の

ほうでがん教育、また、高校も同じく、がん教育と

いうのが改めてうたわれるという形で強化が図られ

ていますので、それらによって、年齢に合わせた学

習がより充実したものになるというふうに考えてお

りますので、御理解をいただきたいと思っておりま

す。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） ３番佐川典子君。 

○３番（佐川典子君） 第３期のがん対策推進基本

計画が、ことしの３月９日付でなりましたけれど

も、これには、がん教育の普及啓発が求められると

いうことが書いてあります。これはすごく大事だと

思うのです。教育長おっしゃったのは、指導要領に

基づいてということなのですけれども、それプラス

アルファという形です、普及啓発が求められるとい

う。これに関しまして、こういう文章がある以上、

もう少し、一部の学校だけではなく、ほかの学校の

生徒たちもそこら辺を、外部講師等々、町にもいろ

いろな方がいらっしゃいますし、自分がなったとい

う方もいらっしゃるかもしれません。そういった生

の声を聞くということがすごく大切な部分でもある

と思いますので、文章だけで、本を読んで学習しな

さいということではなくて、教材等々も今使ってや

るように指示もありますので、ガイドライン等々に

も書いてありますので、そこら辺は進めていただけ

ればなというふうに思っております。 

 それと、私は一番、これから子どもたちががん教

育で大切にしていただきたいなというのは、受動喫

煙の権利、これを守ることを学ばせるということが

一番大事なのかなというふうに思っているのです。

がん教育では、やはりリスクが高まるということを

みんなで共有していかないとだめだと。そういう厚

労省の判断から、がん教育についてもやっていかな

ければいけないということだというふうに私は判断

しているところなのですが、これについて、子ども

たちが受動喫煙の関係に、要するに煙を吸ってリス

クが高まるということに対する、ノーという立場を

子どもたちが学習することが大切だと思うのです。

そこら辺について、教育長の考えを伺いたいと思い

ます。 

○議長（西村昭教君） 教育長、答弁。 

○教育長（服部久和君） ３番佐川議員の御質問に

お答えしたいと思います。 

 繰り返しの部分もございますけれども、基本的に

学校教育、先ほども申し上げましたように、学校教

育活動全般を通して、命だとか健康だとか、そうい

う部分を含めて、がん教育を進めていくということ

であります。 

 また、たまたま小学校、昨年、上小がやったと。

そういう部分で、公平性に欠けるのではないかとい

うお話もございましたけれども、決してそんなこと

はなく、授業として学ばなければならない部分、ま

たは、啓発だとか普及という部分もお話しいただき

ましたけれども、それらも含めて、各教科の中で対

応をしているつもりでおりますし、学習指導要領の

中においても、それらの部分がしっかりとうたわれ

ておりますし、今まで我々が受けた授業であれば、



― 19 ―

一方的に先生のほうから教えてもらうという授業が

中心で、我々は育ちました、私の年代は。今求めら

れているのは、受動的授業ではなく、主体的に学ぶ

授業というものが、積極的に子どもたちみずから考

えて学ぶという部分も行っておりまして、そういう

意味では、より普及だとか啓発に、また、理解度も

高まった中で、それぞれの授業が進められていると

いうふうに考えておりますので、御理解をいただき

たいと思います。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 以上をもまして、３番佐川典子君の一般質問を終

了いたします。 

 次に、１０番髙松克年君の質問を許します。 

○１０番（髙松克年君） さきに通告しています２

項目９点について伺います。 

 第１項目め、農業被害に支援が必要。 

 ことしは春から天候不順、過大な降雨量により、

夏作を初めとして、作物に多大な被害を及ぼしてい

ます。通常であれば、被害が軽減されるハウスの作

物でさえ被害を受けている状況です。今後、収穫に

おいても十分な利益を見込めない農業経営体が出る

おそれがあります。 

 年末の決算期を待たず、農業経営体に対して、経

営の継続に資する越年資金に対しての支援対応を決

める必要が十分に考えられます。 

 具体的には、公庫資金の対応。 

 ２として、借入資金に対しての利子補給。 

 ３として、各借入資金の支払いの繰り延べの支

援。 

 これらは、町の支援が是が非でも必要と思うので

すが、町長の見解をお伺いします。 

 ２項目めとして、日米共同訓練の情報開示と町の

対応について。 

 ９月１０日から２９日まで、ノーザンヴァイパー

の名称で日米共同訓練が行われようとしていまし

た。帯広駐屯地を拠点として、オスプレイＭＶ-２

２（海兵隊仕様）が上富良野、矢臼別、北海道大演

習場を使って演習を行うとありました。 

 １、上富良野演習場での降下訓練を行うのか。 

 ２、夜間飛行訓練は行うか。 

 ３、ヘリコプターよりもスピードの速いオスプレ

イで、狭隘な地形の上富良野演習場での安全は確保

できるか。 

 ４、先日の新聞報道によると、町は騒音について

測定すると発言しているが、騒音測定を実施するか

どうか、真意のほどをお伺いしたい。 

 ５として、市街地上空の飛行は避けるように申し

入れると発言しているが、町内全域の墜落事故を避

ける意味合いを含めての発言なのか、真意のほど

は。 

 ６、オスプレイＭＶ－２２は事故発生率が高い

が、町民の安全を守るためにもリスクがゼロである

べきと考えるが、飛行を認めるのはなぜか。 

 以上についてお伺いします。 

○議長（西村昭教君） 副町長、答弁。 

○副町長（石田昭彦君） １０番髙松議員の２項目

についての御質問にお答えさせていただきます。 

 まず、１項目めの農業被害の支援対策に関する御

質問にお答えいたします。 

 本年は融雪も早く、耕起作業や播種作業が順調に

進んでいたことから、出来秋を期待していたところ

でありますが、その後、６月中旬から７月にかけて

の低温や長雨、日照不足、さらには降雨後の猛暑な

どによって農作物に大きな被害が発生しているとこ

ろであります。 

 ７月上旬の大雨とその後の猛暑を受け、７月下旬

に町とふらの農協上富良野支所で実施した町内全農

家の農作物の被害状況調査においては、長雨による

圃場の流亡面積が約３.４ヘクタール、異常気象に

よる農作物の被害面積が約１,０７０ヘクタール、

被害金額が約４億６,０００万円と推計したところ

であります。 

 御質問にあります公庫資金への対応、借入資金の

利子補給や繰り延べ支援などの支援策についてであ

りますが、既に収穫を終えた麦類のほか、これから

収穫を迎えます本町の主要作物であります水稲、て

ん菜、豆類、バレイショなどの収穫実態を踏まえる

とともに、改良普及センター、農業共済組合、ＪＡ

等関係機関と十分に情報共有を図り、それらの状況

を踏まえ、御質問にあるような対応につきまして

は、実態に即し、適宜、適切に対応してまいりたい

と考えておりますので、御理解を賜りたいと思いま

す。 

 次に、２項目めの日米共同訓練に関する御質問で

ありますが、日米共同訓練につきましては、中止が

発表されておりますことから、質問と答弁が若干か

み合わない部分がもしあれば御容赦をいただきたい

というふうに思います。 

 国内におけるアメリカ海兵隊との実働訓練（ノー

ザンヴァイパー）につきましては、平成２８年９月

１日付の日米合同委員会合意に基づき、沖縄におけ

る訓練活動の負担を軽減するため、実働訓練を沖縄

県外に移転し実施されるものと理解しているところ

であります。 

 今年度のノーザンヴァイパーの概要につきまして

は、北海道防衛局より８月２３日に説明を受けたと

ころであり、町といたしましては、さらなる情報の

提供のほか、徹底した安全対策はもちろんのこと、
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住民生活への影響に配慮するとともに、騒音測定に

ついても実施するよう申し入れたところでありま

す。 

 また、同日説明を受けた内容につきましては、演

習場周辺の３地区協議会へも情報提供したところで

あります。 

 また、８月２７日には、北海道や帯広市ともに、

今回の訓練場所である３演習場が所在する関係自治

体において、日米共同訓練に対しての安全確保や情

報提供等に関する要請を北海道防衛局に行ってきた

ところでありますが、このたびの平成３０年北海道

胆振東部地震の発災による陸上自衛隊の災害支援体

制を最優先とするとのことから、今年度の日米共同

訓練については中止の連絡を受けたところでありま

すので、御理解を賜りたいと存じます。 

○議長（西村昭教君） 再質問ございますか。 

 １０番髙松克年君。 

○１０番（髙松克年君） なぜこのような質問をし

ているか、町長が不在の中に質問をしているわけで

すけれども、副町長もこのことについては十分に理

解していただいているということとして、再質問を

いたしたいと思います。 

 第１項目めの農業の支援についてお伺いします。 

 具体的に、農業経営において、経営上の資金繰り

があります。月々の支払いとともに、８月以降にお

いて、当年使用していた肥料に始まる購買の支払

い、１０月になると借入金の返済など、定時におい

ての支払いがあり、収入においては、各種の国から

の制度の支払いがあり、また、作物別共済金の支払

いなどがありますが、これらは年末になって決済が

行われます。収入と支払いにおけるタイムラグがあ

り、これにおいて、今年は資金がショートするので

はないか。その可能性があるために懸念して質問を

しているわけです。 

 それで、ぜひ早い時期に町の支援のアナウンス、

情報が必要だと考えるわけです。農協内に農業振興

課が事務所を移した理由の中にも、農業者の顔の見

える行政的意義を示すためだったのだろうという思

いもあります。 

 ことしにおいては、早い時期に支援の方向、方策

を決定すべきと考えます。それが適宜という意味で

の具体性だと思いますし、時間的な意味では、適切

な、実際に実効性のある、効力のある具体的な支援

だというふうに思いますけれども、それをどのよう

に考えるか、お伺いしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 副町長、答弁。 

○副町長（石田昭彦君） １０番髙松議員の御質問

にお答えいたします。 

 今年度については、先ほどの答弁でもお答えいた

しましたように、出来秋が非常に心配な状況になっ

ていますことから、各種それぞれ共済等の制度等も

ございますので、そういったこれからの出来秋の最

終の実態等を見ながら、既存の支援の仕組み等も踏

まえた中で、どういったことが町において適切な支

援になるのかということを判断してまいりたいとい

うふうに考えておりますので、町といたしまして

は、来年の営農に支障を来さないような、そういう

ことで支援策について適宜、適切に対応してまいり

たいというのが現在の考え方でございます。 

○議長（西村昭教君） １０番髙松克年君。 

○１０番（髙松克年君） それは、受けとめ方とし

ては、言われているように、具体的に自分も書いた

のですけれども、それらについて実行をするという

ふうに受けとめてもいいということでしょうか。 

○議長（西村昭教君） 副町長、答弁。 

○副町長（石田昭彦君） １０番髙松議員の御質問

にお答えいたしますが、今、議員からも御質問のあ

りました、例えば公庫資金の対応であったり、そう

いった借入資金の利子補給であったり、支払いの繰

り延べの支援というような、そういうような支援策

も過去にもありますので、そういうものも含めて検

討していかなければならない課題だということで答

弁をさせていただきました。これをやる、やらない

は、今、私の立場で軽々にお答えできるところでは

ないのかなというふうに理解をしております。 

○議長（西村昭教君） １０番髙松克年君。 

○１０番（髙松克年君） それを今不在の町長にも

十分に伝わって、今の現状として、先ほど７月の末

に農協でまとめたと言われている４億円云々という

ことも含めて、町長も知っていると思うのです。そ

れで、ぜひそのことについては、やはり支援をでき

るという、そういう意味でも早い時期にアナウンス

が欲しいと、すべきだというふうに思っています。 

 町において、今までの農業振興と農業者、また、

天候にも恵まれて、一昨年、昨年は農業も少しよい

状況にあったと。そして、その結果として、町での

税収が上がったというふうにも聞いています。その

ことは、農家にとっても非常に町への貢献として、

我々の働きがいがあるということを実感しているの

だろうというふうに思うのです。一戸の農家を育て

ることの難しさというのは、これは誰もが経験して

いるところなのです。これを今ある農家が維持でき

るかどうか、そのことのほうが、一戸の農家をつく

るよりも実効性があるということからすれば、本当

に早い段階での、今のような答弁ではなくて、町は

こういうふうにやりますというものを、支援はしま

すということをニュースとして欲しいわけです。 

 というのは、どうしてかというと、夏作の不安に
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思っているところへ、また、秋の作物に対しても、

本当にこれで十分な収穫が得られるか、土の中に

眠っていると言ったら語弊がありますけれども、

ジャガイモなんかも掘ってみなければわからないと

か、そういうことなんかも十分に農家の人たちは感

じているわけです。そして、しかも若い人たちの中

には、やはりそのことを不安に思っていて、ちまた

で話をしたときにも、そのことが実感として訴えら

れるわけです。これらに十分に今の時期に応えてい

かなかったら、資金繰りが本当にショートになって

からでは遅い、そういう実態があるわけです。です

から、ぜひ、そのようなことからしても具体的な支

援を行う必要があると思います。もう一度、考えを

伺いたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 副町長、答弁。 

○副町長（石田昭彦君） １０番髙松議員の御質問

にお答えいたします。 

 繰り返しの答弁になるかもしれませんけれども、

ことしの出来秋については、非常に心配している状

況にあるということは皆さん共有されているのかな

というふうに思います。 

 ただ、これから多くの作物の収穫時期を迎えます

ので、一体どれぐらいのものになるのか、そして、

そんな中で、既存の支え合うような仕組みの中で、

どういった支え合いができるのかということも踏ま

えた中で、それらを踏まえて、先ほどお答えさせて

いただきましたように、御質問にあったような、そ

ういった支援策については、実態に即して適宜、適

切に対応してまいりたいというのが今の町の考え方

でございますので、今、私の立場で、これをいつ発

表しますとか、これをいつできますというようなこ

とについては、それはなかなか答弁できないこと

は、ぜひ御理解をいただきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） １０番髙松克年君。 

○１０番（髙松克年君） 入院していて、病気のこ

ともあり、上富の実情というか、少しの間ですけれ

ども、病院に入って心配していることだろうとは思

うのですけれども、その上に、ぜひ今、質問したよ

うなことをお伝え願って、町長からの返事もよろし

くお願いしたいと思います。 

 このことでもって農家が１軒でも、一昨年あった

ような災害によって農家をやめるというようなこと

もありましたけれども、そのようなことがないよう

に、本当に目に見えないところでの不安というもの

を抱えているのが現状だということを伝えておきた

いと思います。 

 続いて、日米共同訓練、ノーザンヴァイパーのこ

とですけれども、これが直前になって、今の北海道

胆振東部地震の援助、支援のために陸上自衛隊が出

かけるということで、中止になりましたけれども、

それまでの間、幾つかの町にもやりとりがあったよ

うに思います。そのことで少しお伺いしたいと思い

ます。 

 この中で、実際に演習場をどのように考えている

か、ヘリコプターよりもスピードの速いオスプレイ

で、狭隘な地形の演習場、しかも今回の演習の内容

の中では、高度１５０メーターでの飛行というのを

目途にしているような部分での新聞報道なんかがあ

りましたけれども、それをあの上富良野演習場で行

うのか。去年、なぜ演習が中止になったかという一

つの中に、１,０００メーターラインぐらいのとこ

ろから、非常にあの日は高度を下げてくる、西南と

いうのですか、南東と言ったほうがいいのだろう

か、そこからの雨雲の降下というか霧というか、そ

ういうものが非常なスピードでおりてきていたので

す。自分たちが地元で見ている分には、これはやは

り危険な状況の雲というか、そういうふうに思って

いたのです。そうしたら、お昼ごろになって私は

知ったのですけれども、きょうは来ませんという話

になったわけですけれども、そのような地形から

いっても、決して広いところで十分に高度をとらな

いで飛べるようなところではない。まして、そうい

うような気候的な問題も抱えているような気もしま

すから、その辺でのことを町ではどういうふうに見

ているのか、お伺いしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 副町長、答弁。 

○副町長（石田昭彦君） １０番髙松議員の御質問

にお答えいたしますが、オスプレイがどのような訓

練を予定していたのかというようなことについて

は、私どももそういった情報を持ち合わせているも

のではございません。高度１５０メートルで訓練を

するとか、そういうことを耳にしたこともございま

せんし、昨年は天候不順によって、上富良野演習場

で行う飛行訓練は中止になったということでありま

すので、常に日米共同訓練であろうと、陸上自衛隊

の訓練であろうと、安全管理を徹底して訓練を行う

のは、国の責務において行っているものというふう

に理解しておりますので、大砲を撃つにしてもヘリ

コプターが飛ぶにしても、それら天候や、その日の

風や、いろいろな条件があったりした中で、そうい

うものに配慮して訓練がなされているものというふ

うに理解しておりますので、そういう信頼関係のも

とに演習場が利用されているというふうに理解をし

ているところであります。 

○議長（西村昭教君） １０番髙松克年君。 

○１０番（髙松克年君） 町との関係での信頼、町

と住民との信頼、どうですか、その辺については。

町と住民に情報の開示を含めて、信頼がおけている
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状態だというふうに考えているのかどうか、今の発

言から、お伺いしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 副町長、答弁。 

○副町長（石田昭彦君） １０番髙松議員の御質問

にお答えいたしますが、当然これまでもさまざまな

訓練が上富良野演習場で実施されています。過去に

は事故があったことも、当然町も承知しております

が、そういうようなことを乗り越えながら、安全な

訓練を実施していただいていると、国の責任におい

て実施しているのだというふうに理解しております

ので、町と防衛省ともしっかりと信頼関係もできて

いますし、町と町民の関係においても、多くの町民

が、そういうことも理解をいただいて、自衛隊や、

演習場での演習についても理解をいただいている

と、そういうふうに理解をしているところでありま

す。 

○議長（西村昭教君） １０番髙松克年君。 

○１０番（髙松克年君） それで、お伺いしたいの

ですけれども、新聞報道によると、「上富良野の市

街地上空の飛行は避けるようにと申し入れている」

と発言がありますけれども、町内全域の墜落事故な

どの事故を避ける意味があっての発言なのかどう

か、かぶせるようにお伺いするのはと思いますけれ

ども、本当に今答えたように、町と住民との信頼

を、その中で勝ち得ているというふうに思っている

かどうか、お伺いしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 副町長、答弁。 

○副町長（石田昭彦君） １０番髙松議員の御質問

にお答えいたしますが、当然、オスプレイであろう

と他の飛行機であろうと、ヘリコプターであろう

と、飛行等の訓練においては、上富良野町に万が一

墜落等の事故が起きることは、あってはならないこ

とというふうに理解しておりますので、町内全域で

墜落事故が起こらないような、そういうことについ

ては、しっかりと国に求めていかなければなりませ

んし、市街地上空の飛行を避けるようにという発言

につきましては、万が一のそういう事故を想定した

ときの被害の影響といいますか、被害の大きさを想

定したときの一般論として申し上げているもので

あって、そういう意味から、飛行ルート等について

も国においてしっかりと配慮いただきたいと、そう

いう思いを町としては、防衛局を通じてお伝えした

というところでございます。 

○議長（西村昭教君） １０番髙松克年君。 

○１０番（髙松克年君） 市街以外で被害が、例え

ば、今言われるように、被害の大きさ、それに問題

があるから街の上を飛ぶなと、それを申し入れると

言っているのか、それとも、郡部であれば、例えば

もしも事故があっても、働いている人１人だった

り、１軒だったりというようなことで、それを発言

しているのか、お伺いしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 副町長、答弁。 

○副町長（石田昭彦君） １０番髙松議員の御質問

にお答えいたしますが、私は、先ほどそのような答

弁をしたつもりはございません。上富良野町におい

て事故が起きないような、そういう配慮をしていた

だきたいということでございます。 

○議長（西村昭教君） １０番髙松克年君。 

○１０番（髙松克年君） それであれば、全町的な

という意味合いを含めて言っているというふうにと

ります。しかし、人１人でも、物が一つでも、財産

が一つでも失われるということにとって、街であれ

郡部であれ、町の中であれば皆同じだというふうに

思うのです。ですから、市街地の上空ということを

全面に出すよりは、町内全域を飛ばないでくれとい

うほうが私たちには理解できる話だというふうに思

うのですけれども。 

○議長（西村昭教君） 副町長、答弁。 

○副町長（石田昭彦君） １０番髙松議員の御質問

にお答えいたしますが、上富良野演習場内で、例え

ばヘリコプターの訓練であろうとオスプレイであろ

うと、どこからかは、演習場の、例えば今回予定さ

れていた訓練であっても、帯広の駐屯地の帯広飛行

場から飛んでくるとき、北大演から飛んでくると

き、矢臼別から飛んでくるとき、いろいろなことが

想定されたと思いますけれども、そのときに、全て

演習場なり飛行場がつながっていれば、その上空を

飛んでくれば、国の管理しているところで、もし事

故があったとしてもということになりますけれど

も、物理的にそういうことではございませんので、

基本的に、そういうような訓練は、１００％安全と

いうことは、それは物理的なことではないと思いま

すけれども、９９.９％安全な訓練にすると、そう

いうことは国の責任において配慮いただきたいとい

うことを、町としてはしっかりとこれからも申し入

れていきたいというふうに思っております。 

○議長（西村昭教君） 暫時休憩いたします。 

 この後については、午後１時再開といたします。 

─────────────── 

午後 ０時０１分 休憩 

午後 １時００分 再開 

─────────────── 

○議長（西村昭教君） 午前中に引き続き、会議を

再開いたします。 

 午前中、髙松克年君の再質問からスタートいたし

ます。 

 １０番髙松克年君。 

○１０番（髙松克年君） 新聞報道によると、町
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は、騒音については測定するという発言があったよ

うに聞いているのですけれども、たしか旭川の某団

体から申し入れがあったときに、そのように答えて

いるのですけれども、この中で答えているのは、

「騒音測定についても実施するよう申し入れたとこ

ろ」ということを書いてあるのですけれども、町

は、独自で騒音測定をするつもりはなかったという

ことでいいのでしょうか。やらない理由というか、

やれない理由というか、そういうものがあるのであ

れば聞かせてほしいというふうに思うのですけれど

も。 

○議長（西村昭教君） 副町長、答弁。 

○副町長（石田昭彦君） １０番髙松議員の御質問

にお答えいたします。 

 町においては、町が騒音測定をするというような

団体の申し入れに対して、そのようにお答えした経

緯にはないのではないかというふうに理解をしてい

ます。申し入れのあった団体に対しても、国の責任

においてしっかりと騒音測定をされたい旨は、しっ

かりと申し入れるということは、町においてお答え

させていただいたところであります。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） １０番髙松克年君。 

○１０番（髙松克年君） そうすると、報道のほう

のとり方というか、前段の国というか防衛省という

か、施設庁というか、そこが測定するというような

意味合いで、申し入れると言ったことを、そういう

ふうに書いたというふうに理解していいということ

ですか。 

○議長（西村昭教君） 副町長、答弁。 

○副町長（石田昭彦君） １０番髙松議員の御質問

にお答えしますが、昨年のノーザンヴァイパーが計

画されたときにも、国において騒音測定はしたいと

いうことでありましたので、ことしにおいても、そ

ういうことはしっかりと国には求めていきたいとい

うことを、申し入れのあった団体にはお答えをさせ

ていただいたところでありますし、２３日に防衛局

が、ちょうど２３日に訓練概要が公表されたと思い

ますが、その日の午前中、防衛局が町にも訓練概要

についての御説明がありました。その折にも、しっ

かりと国において騒音測定はしっかりしてくれるの

だよねということは申し入れて、国においても騒音

測定をしたいということでありましたので、それ

は、そのような形でしっかりとお願いしますという

ことをやりとりした経過にございます。 

○議長（西村昭教君） １０番髙松克年君。 

○１０番（髙松克年君） それは、そのような形

で、町は自主的に測定するということは行わないと

いうふうに捉えていいということですね。 

 次に、ここで今言われた２３日のやりとりなので

すけれども、説明を受けた内容については、演習場

周辺の地区の協議会に情報を提供しているというの

は、施設庁から受けたものをそのままの文章を流し

ているというふうに考えてもいいのでしょうか。 

○議長（西村昭教君） 副町長、答弁。 

○副町長（石田昭彦君） １０番髙松議員の御質問

にお答えいたします。 

 地区の３協議会においても、防衛局がお示しして

いただいたペーパーをそのままコピーして、そちら

についても提供しましたので、同様の内容を地区の

協議会に御説明したところでございます。 

○議長（西村昭教君） １０番髙松克年君。 

○１０番（髙松克年君） そうすると、地元の人た

ちも知りたいと思われる降下訓練とか、飛行訓練と

かということについての具体的な内容については、

地元の人たちにも示されていないというふうに思っ

ていいということですか。 

○議長（西村昭教君） 副町長、答弁。 

○副町長（石田昭彦君） そのとおりだと思いま

す。北海道防衛局においても、どういうような具体

の訓練をするのかということ自体は、その時点で防

衛局もつかんでおりませんので、私どももそういう

ような情報はいただいておりません。 

○議長（西村昭教君） １０番髙松克年君。 

○１０番（髙松克年君） このオスプレイＭＶ-２

２という飛行機というか、ヘリコプターというか、

どういうふうに言えばいいのかあれなのですけれど

も、これが非常に事故のリスクというか、危険率が

高いというのは新聞報道などでも出ているわけで、

どこに住んでいても、このことについては認識でき

ているというふうに思っていいと思うのですけれど

も、町民の安全を守るためということからいえば、

先ほど答えられたように、市街地とか地域とかとい

うことを限定して言っているわけではないのだと、

上富良野の安全を確保するためには、十分な申し入

れをしていくのだという姿勢というところは見てと

れたのですけれども、今言う、このリスクを背負っ

てまでも飛行を認めていく姿勢というか、受け入れ

ていく姿勢でいなければならないのが上富良野の立

場だということでしょうか。 

 というのは、新聞の取材のときに、国防云々とい

うことで町は答えられているというふうに書かれて

いたのですけれども、我々の生活と、国防というと

物すごい大きな話になってしまって、我々一個人が

どうのこうの、また、一町村がどうのこうのという

ことではなくなってしまうのかもしれないのですけ

れども、個人の生活、個人の安全、個人の財産の保

全というか、そういうものは、やはり町としては、
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それを第一に考えて、この町がつくり上げられてい

る根底には、個々の個人の、ここで在住していると

いうか、住所を持っている者の財産とか、危険から

の回避とか、そういうことを行っていくという姿勢

が必要だと思うのですけれども、その辺については

どう考えているのでしょうか。 

○議長（西村昭教君） 副町長、答弁。 

○副町長（石田昭彦君） １０番髙松議員の御質問

にお答えいたしますが、日米の共同訓練に限らず、

全ての陸上自衛隊が上富良野演習場で行っている訓

練もそうだというふうに理解をしておりますけれど

も、事故の防止であったり、安全の確保について

は、国の責任において、徹底した安全対策を講じて

いただくというのが当然でございますので、その都

度、個々の訓練について、私ども一自治体が判断す

る立場ではないのではないかというのが私たちの認

識でございます。 

○議長（西村昭教君） １０番髙松克年君。 

○１０番（髙松克年君） 演習については、そうい

うことだと思うのですけれども、例えば事故が起き

たときに、被害に遭っている場合に、それに対して

救済をしていくということになれば、町も十分な働

きをしなければならないと思うのですけれども、過

去においては、そういうことが地域住民に起きてい

たにもかかわらず、それに町は応えるときに、私た

ちも防衛、あのときは省ではなくて庁だったのです

けれども、防衛庁と同じ関係団体ですから、ですか

ら、皆さんのというようなことを言った例があるの

ですけれども、その答えと同じようなことが今でも

この町の中では生きているというふうに考えていい

のでしょうか。 

○議長（西村昭教君） 質問がはっきり具体的では

ありません。質問通告が出ていますけれども、少し

それている感がありますので、しっかりと基本に

戻って質問していただきたいと思います。 

○１０番（髙松克年君） なぜかというと、今問う

ていることは、個人と町との関係、防衛を通しての

関係を聞いているわけで、それがだめだということ

であれば撤回します。 

○議長（西村昭教君） だめではないですけれど

も、答えられないと思うのです。 

 ほかにありますか、質問。 

 １０番髙松克年君。 

○１０番（髙松克年君） 以上にします。 

○議長（西村昭教君） 以上をもちまして、１０番

髙松克年君の一般質問を終了いたします。 

 次に、１１番米沢義英君の質問を許します。 

○１１番（米沢義英君） 質問に先立ちまして、災

害で亡くなられた方に御冥福と、また、被災されて

いる方にお見舞い申し上げます。 

 また、今回の質問において、日米共同訓練につい

ては中止という形になりましたので、質問を取り下

げさせていただきます。しかし、あくまでも私は、

危険を伴うオスプレイの飛行中止を、町に引き続き

関係各機関に働きかけていただくよう申し上げて、

質問に移らせていただきます。 

 １番目の農作物の被害状況の質問を伺います。 

 今年度は、長雨、低温、高温などの影響によっ

て、畑作物は、農家に至っては、芋、タマネギ、カ

ボチャ、小麦、豆類、ビートなどの主要な作物にお

いては、品質、収穫量において、前年度のような状

況にはならないという話が出されています。また、

稲作についても、収穫してみないとわからないとい

う話をしてくれました。 

 いずれにしても、異常気象による農作物の被害が

出ている状況について、実態としては、どのように

上富良野町でなっているのか、お伺いすると同時

に、被害の状況によっては、当然農家に対する支援

が必要になってくると思いますが、この点について

お伺いいたします。 

 次に、町道の維持管理についてお伺いいたしま

す。 

 北３０号道路にある側溝が豪雨であふれ、近くの

民家の出入り口が冠水するという状況が見受けられ

ます。当事者の方によれば、約１０年近く前からも

改善要望が出されているということでありますが、

いまだに改善されていないということであります。

たまには土砂を上げたりなどされているようであり

ますが、根本的な改善には至っていないという状況

であり、早急な対策が必要だと考えます。現況と今

後の対応についてお伺いいたします。 

 次に、プールの利用期間の問題についてお伺いい

たします。 

 上富良野町Ｂ＆Ｇのプールの使用期間は５月から

９月までになっているという状況であります。今、

現状としては、幼児から大人まで多くの個人や団体

などに利用されています。また、各種の競技大会に

出るために練習に励んでいるという方も多数いらっ

しゃいます。競技利用者から、一般利用者からも一

部利用期間の延長を１０月まで望む声があります。 

 構造上の問題があって、仮に加温ができたとして

も、寒いという問題もあるかもしれませんが、今後

の対応について、教育長にお伺いいたします。 

○議長（西村昭教君） 副町長、答弁。 

○副町長（石田昭彦君） １１番米沢議員の２項目

についての御質問にお答えさせていただきます。 

 １項目めの農作物の被害状況等に関する御質問に

お答えいたします。 
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 ことしの異常気象による農作物の被害状況につい

ては、さきの髙松議員への御質問にお答えをさせて

いただいたとおりであります。 

 ことしは、６月以降の日照不足や低温などによ

り、本町の基幹作物である麦類、豆類、スイート

コーン、てん菜など、ほとんどの作物に生育不足が

見られ、加えて、その後の長雨よる湿害や圃場の排

水不良も重なり、適期防除ができなかったこと、さ

らには、その後の異常な猛暑による高温障害など

で、バレイショ、タマネギなど多くの作物に被害が

出ている状況にあります。 

 今後の対応につきましては、出来秋の実態を踏ま

えるとともに、道の作況調査や共済組合、ＪＡ等の

対応状況などを踏まえ、町の支援のあり方について

検討し、来年の営農に支障を来さないよう対応して

まいりたいと考えておりますので、御理解を賜りた

いと存じます。 

 次に、２項目めの町道北３０号道路の側溝の維持

管理に関する御質問にお答えいたします。 

 町道北３０号道路の側溝は、道道三沢上富良野線

からＪＲ踏切までの区域の雨水が流れ込み、末端

は、ＪＲ横断と国道横断があり、最終的には道管理

のエホロカンベツ川に流れており、それぞれの横断

管の管径は全て９００ミリとなっておりますが、素

堀り側溝区間もあり、流域が広範囲であることか

ら、大雨の際、土砂の堆積などによって周辺地域に

冠水被害をもたらした経緯にあります。 

 そのようなことから、昨年、土砂上げを行ったと

ころであり、現在は土砂の堆積はほぼ解消されてい

るところであります。 

 御質問にあります当該箇所については、今後も引

き続き大雨前にパトロールを行い、状況に応じて土

砂上げ等を行い、維持管理に努めるとともに、流末

処理につきましては、地権者や関係機関と調整を行

い、改善に向け検討してまいりたいと考えておりま

すので、御理解を賜りたいと存じます。 

○議長（西村昭教君） 次、教育長、答弁。 

○教育長（服部久和君） １１番米沢議員の３項目

めのプールの利用期間に関する御質問にお答えいた

します。 

 現在、町のプールの利用期間は、５月２６日から

９月３０日まで開設をしております。 

 御質問をいただきまして、過去の利用期間を調べ

ましたところ、平成１８年度までは、期間に若干の

ばらつきはありますが、おおむね１０月上旬まで開

設した経過もあったところです。しかしながら、９

月中旬以降は室温が適温に達しない日が多くなるこ

と、また、利用人数の状況が低調であったことなど

から、各水泳団体と協議し、現在の９月末までの開

設期間となっているところであります。 

 平成２７年度から２９年度の利用状況を見まして

も、９月中旬以降は利用人数が少ないことから、仮

に１０月まで延長しても、過去と同様の状況が予想

されるところです。 

 これらのことから、当面は現状を継続し、今後に

つきましては、利用者などのニーズを見てまいりた

いと考えますので、御理解を賜りたいと存じます。 

○議長（西村昭教君） 再質問ございますか。 

 １１番米沢義英君。 

○１１番（米沢義英君） 農作物の被害についてお

伺いいたします。 

 同僚の議員の質問に対しても、今後、状況次第で

は支援対策が当然必要になることもあり得るという

答弁でありました。当然これは必要なことで、御存

じのように、小豆に至っては、平年５俵とれるとこ

ろ、ひょっとしたら２俵になるのではないか。カボ

チャに至っても、日焼けして商品にはならない。

ビートに至っても、発育がなかなか思うように至っ

ていない。ジャガイモに至っても、小粒であったり

品質がよくないという状況が、何軒かの農家の方に

聞きましたら、そういうような状況であります。 

 今年度の自然災害という形の中で、非常に農家の

人は深刻な状況にあるというのが、歩いてみても実

態として聞き取れるという状況になっております。 

 そういうことを考えた場合には、当然早急な、被

害状況も含めた上での今後の対応というのが必要に

なってくるかというふうに思いますが、この点、も

う一度、今後の対応等について、どのように対策を

講じられようとしているのか確認しておきたいと思

います。 

○議長（西村昭教君） 副町長、答弁。 

○副町長（石田昭彦君） １１番米沢議員の御質問

にお答えいたします。 

 出来秋につきましては、大変心配をする状況にあ

ります。７月下旬に町とＪＡ上富良野支所とで行っ

た調査においても、町内のほとんどの作物について

は、大変被害割合が高いような、そういう見込みと

なっているというようなことで、大きな被害額も想

定したという形になっておりますので、当然農家の

皆さんにとっては、来年の営農が非常に心配な状況

になっているのかなというふうに思います。 

 最終的な出来秋の状況を見た中で、あと、既存の

いろいろな共済の給付金であったり、そういったも

のの状況を見きわめた中で、町としてどういった支

援が必要なのか、多分、農協等においても、新たな

商品を検討したりというようなことも出てくること

も想定されますので、そういったものに町がどうか

かわれるのかなというようなことも含めながら、適
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宜、適切に対応を図ってまいりたいと考えていると

ころであります。 

○議長（西村昭教君） １１番米沢義英君。 

○１１番（米沢義英君） ぜひ関係機関とも協力し

ながら、今後の状況も見ながら、支援のあり方等を

ぜひ検討していただきたいというふうに思っており

ます。 

 次に、北３０号道路の問題でありますが、根本的

に直すとすると、ＪＲの線路、路線を通り抜けるよ

うな、そういったようなことを根本的に解決しなけ

れば、本当にこの問題は解決しないというのが、現

場を見ても見受けられます。 

 雨が降るたびに、ここは、物置と、あるいは玄関

等の入り口まで水がつかるという状況の中で、本当

に出入りに苦慮しているというのが実態になってお

ります。 

 そういう意味では、確かに、当面の対策として、

土砂上げ等々も当然必要でありますけれども、しか

し、根本的な対策なくしては、この問題は解決でき

ないというふうに考えておりますが、この点につい

て、ＪＲあるいは関係に、あるいは町として、今

後、また、現況において、この間、どのように働き

かけてきたのか、町としても今後どのように、この

問題を解決されようとしているのか、お伺いいたし

ます。 

 町においては、いろいろな地域での問題を抱えて

いるというふうに考えられますが、しかし、当事者

に至っては非常に切実で問題でありますから、この

点について、今後の町の対応等についてお伺いいた

します。 

○議長（西村昭教君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（佐藤 清君） １１番米沢議員の

町道維持に関する御質問にお答えさせていただきま

す。 

 まず、先日、地先の方に状況等を聞きに参りまし

て、ことしについては、ぎりぎり何とかあふれない

で済んだというふうに言っておられました。どうし

ても、一番、問題はＪＲの部分でありますので、こ

この部分については９００ミリが入っています。普

通のところよりは管が大きいというふうに考えてお

りますけれども、この辺についても、ＪＲの前後

が、上流、下流が素堀り側溝なものですから、流れ

が若干よどんでいる部分もあります。今後におきま

しては、トラフ、そうこうしたり、考えております

が、ＪＲ、あと国道、開発局の調整も必要になって

きますので、今後の部分については、協議を行っ

て、前向きに検討してまいりたいと思っておりま

す。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 以上をもちまして、１１番米沢義英君の一般質問

を終了いたします。 

────────────────── 

◎散 会 宣 告             

○議長（西村昭教君） 以上で、本日の日程は、全

部終了いたしました。 

 本日は、これにて散会いたします。 

午後 １時２５分 散会 
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○議事日程（第２号） 
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第 ２ 議案第 ８号 平成２９年度上富良野町各会計歳入歳出決算の認定について 
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第 ５ 議案第 ２号 平成３０年度上富良野町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

第 ６ 議案第 ３号 平成３０年度上富良野町介護保険特別会計補正予算（第２号） 

第 ７ 議案第 ４号 平成３０年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別会計補正予算（第３号） 

第 ８ 議案第 ５号 平成３０年度上富良野町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） 

第 ９ 議案第 ６号 平成３０年度上富良野町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 

第１０ 議案第 ７号 平成３０年度上富良野町病院事業会計補正予算（第２号） 

第１１ 議案第１０号 上富良野町企業振興措置条例の一部を改正する条例 

第１２ 議案第１１号 教育委員会委員の任命について 

第１３ 発議案第１号 町内行政調査実施に関する決議について 

第１４ 発議案第２号 議員派遣について 

第１５ 発議案第３号 議員懇談会実施に関する決議について 
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第１７ 発議案第５号 「これからの高校づくりに関する指針」を見直し、機械的な高校統合を行わないこ

とを求める意見について 

第１８ 閉会中の継続調査の申し出について 

─────────────────────────────────────────────── 

○出席議員（１３名） 
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午前 ９時００分 開議  

（出席議員 １３名） 

────────────────── 

◎開 議 宣 告             

○議長（西村昭教君） 御出席、まことに御苦労に

存じます。 

 ただいまの出席議員は１３名でございます。 

 これより、平成３０年第３回上富良野町議会定例

会２日目を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付した

とおりであります。 

────────────────── 

◎諸 般 の 報 告             

○議長（西村昭教君） 日程に入るに先立ち、議会

運営等諸般の報告をいたさせます。 

 事務局長。 

○事務局長（深山 悟君） 御報告申し上げます。 

 さきに御案内しました議案第１１号教育委員会委

員の任命についての議案は、後ほどお配りしますの

で御了承願います。 

 また、議会運営委員長、総務産建常任委員長及び

厚生文教常任委員会から、閉会中の継続調査とし

て、別紙配付のとおり申し出がございました。 

 以上であります。 

○議長（西村昭教君） 以上をもって、議会運営等

諸般の報告を終わります。 

────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名について 

○議長（西村昭教君） 日程第１ 会議録署名議員

の指名について行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定に

より、議長において、 

    １１番 米 沢 義 英 君 

    １２番 中 瀬   実 君 

を指名いたします。 

────────────────── 

◎日程第２ 議案第８号及び 

◎日程第３ 議案第９号 

○議長（西村昭教君） 日程第２ 議案第８号平成

２９年度上富良野町各会計歳入歳出決算の認定につ

いて、日程第３ 議案第９号平成２９年度上富良野

町企業会計決算の認定についてを一括して議題とい

たします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 初めに、一般会計及び特別会計決算の認定につい

て説明を求めます。 

 会計管理者、林敬永君。 

○会計管理者（林 敬永君） ただいま上程いただ

きました、議案第８号平成２９年度上富良野町各会

計歳入歳出決算の認定について。 

 初めに、その概要を御説明申し上げます。 

 今回、決算認定の審査を受けます平成２９年度の

各会計の当初予算編成時においての財政状況を振り

返りますと、国の予算案では、平成２８年度に打ち

出しました成長と分配の好循環の実現に向けた施策

を展開するために、経済財政運営と改革の基本方針

２０１６を閣議決定するとともに、経済再生と財政

健全化の両立を実現する予算として９７兆５,００

０億円規模の予算案が閣議決定され、その中で、地

方財政計画におきましては、一般財源におきまし

て、前年度比０.６％増の６２兆１,０００億円と、

平成２８年度を若干上回る水準とされたところです

が、地方交付税においては、前年度比２.２％減

と、財源の多くを地方交付税に依存する地方自治体

におきましては大変厳しい状況に置かれておりまし

た。 

 当町の予算におきましても、歳入については、一

般財源の中で大きな比率を占めます地方交付税の一

定の減額が避けられないと見込まれ、また、地方税

収入も大きな伸びなどが見込めないという厳しい状

況にございました。 

 歳出におきましては、ここ数年で実施してきまし

た学校耐震改修工事、超高速ブロードバンド環境整

備、公営住宅建設事業などの新たな償還が平成２９

年度から始まることによる公債費の増加、また、平

成２８年２月に策定しました「まち・ひと・しごと

創生総合戦略」に掲げた目標人口を見据え、自立し

た地域を維持していくための地域振興や急速な人口

減少社会への対応、懸案事項となっております自然

災害に対する恒久的防災対策を初め、老朽化が進む

公共インフラの長寿命化など、さまざまな課題に対

応するため、継続的な財政需要が想定され、今後の

財政運営について、引き続き中長期的な見直しを全

体で共有し、一層の自治体経営の安定化を図ってい

く予算編成であったところであります。 

 このことから、一般会計の当初予算額は６２億

５,９００万円で、前年度と比べ８億６,６００万円

減少しております。一般会計、特別会計を合わせた

当初予算額は９５億６,４４１万６,０００円とな

り、前年度と比べ９億３,０５２万７,０００円減少

しております。 

 その後、２９年度中におきまして、国の補正予算

に伴う道営経営体育成基盤整備事業及び島津第二地

区道営農業水利施設保全合理化事業、上富良野地区

道営農村地区防災減災事業に係る事業費の補正や起

債の追加を行い、一般会計の最終予算額で７９億

８,１２９万９,０００円となり、全会計の最終予算
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額は１１３億６７３万１,０００円になったところ

でございます。 

 平成２９年度は、一般会計と五つの特別会計で黒

字となり、懸案事項の解決に向けた施策を推進した

ところでありますが、しかしながら、ラベンダーハ

イツ事業特別会計におきましては、単年度としての

収支の均衡を図ることはできましたが、利用者の減

少と介護報酬の改定の影響による累積赤字分につき

まして、平成３０年度からの繰上充用を行ったとこ

ろであります。 

 次に、繰越明許費につきましては、一般会計にお

きまして、平成２８年度から上富良野中学校整備事

業及び公営住宅泉町南団地整備事業などを大きな要

因として、１２億４,５５７万４,０００円が設定さ

れております。また、平成３０年度に向けては、一

般会計の平成２９年度補正予算において可決された

道営経営体育成基盤整備事業など１億６,７９３万

３,０００円が設定されております。 

 一般会計の主な決算内容につきまして御説明いた

します。 

 収入総額は７８億５,２９６万２,９６１円とな

り、前年度と比べて約１億２,０４６万５,２４４円

の増加となっております。 

 増加になりました主なものにつきましては、１款

町税におきまして、町民税の個人分所得割、新築家

屋などの固定資産の増加及び前年度の軽自動車税増

額改定により１,０１４万８,０２５円の増、６款地

方消費税交付金においては１,１１２万６,０００円

の増、１４款国庫支出金において、上富良野中学校

整備事業及び町営住宅整備事業の増加により、前年

度比２５.１％増の２億４,６３７万７,８５１円の

増、１７款寄附金においては、ふるさと納税制度を

活用した「かみふらのふるさと応援モニター」を昨

年６月から開始し、６,３８１万４,２２０円の増。 

 減少しました主なものにつきましては、１０款地

方交付税で、前年度比３.１％減の９,２６５万２,

０００円の減、１８款繰入金で３,０６５万４,９５

３円の減、１９款繰越金で２,８１９万４,７４６円

の減、２１款町債で、前年度比１７.９％減の１億

６,１３０万６,０００円の減となっております。 

 歳出総額は７６億２,６５３万６４８円となり、

前年度と比べて１億８,５３９万３,８１４円増加し

ております。 

 増加になりました主なものにつきましては、８款

土木費において、東１線排水路整備事業で１億５,

２９７万５,８６６円の増、町営住宅泉町南団地整

備事業で３億５,９３８万１,３００円の増、９款教

育費において、上富良野中学校整備事業で１億２,

３３２万８,０９５円の増。 

 減少となりました主なものにつきましては、２款

総務費において、前年度比１４.２％減の１億４,４

４８万４,０６６円の減、６款農林業費において３,

５１１万７８８円の減、１２款災害復旧費におい

て、平成２８年に発生した連続豪雨災害による災害

復旧が完了したことにより、前年度比９０.９％減

の３億９,５６９万２,８１２円の減となっておりま

す。 

 全体の予算執行に当たりましては、第５次上富良

野町総合計画、後期５カ年計画の４年次となります

ことから、これまで掲げてまいりました五つの暮ら

しの実現に向けた総仕上げの年とすることを基本と

しつつ、その先にあります次の時代へのまちづくり

にしっかりとつなげるよう、将来の財政規律を見据

えた予算編成、特に町民との協働の視点に立った行

政運営を推進するため、町民生活の実態をしっかり

と把握した上で、各事務事業の評価・検証を行い、

隅々まで光が当たるまちづくりを実現するための戦

力的・効果的予算の実現を念頭に取り組みを行った

ものでございます。 

 事業ごとの内容につきましては、決算書の事項別

明細書の歳出の部及び各会計主要施策の成果報告書

に記載しておりますので、御高覧いただきたいと思

います。 

 以下、議案及び平成２９年度の各会計収支総括並

びに財産の移動関係について説明を申し上げ、提案

理由の説明とさせていただきます。 

 議案第８号平成２９年度上富良野町各会計歳入歳

出決算の認定について。 

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成

２９年度上富良野町一般会計、上富良野町国民健康

保険特別会計、上富良野町後期高齢者医療特別会

計、上富良野町介護保険特別会計、上富良野町ラベ

ンダーハイツ事業特別会計、上富良野町簡易水道事

業特別会計及び上富良野町公共下水道事業特別会計

の歳入歳出決算を別紙、監査委員の意見をつけて、

議会の認定に付する。 

 平成２９年度各会計歳入歳出決算書をごらんいた

だきたいと思います。 

 ２ページ及び３ページをお開きいただきまして、

平成２９年度の各会計別収支総括表で、各会計全体

の決算状況を御説明いたします。 

 総括表の下段、合計欄をごらんください。 

 予算額で１１３億６７３万１,０００円、調定額

で１１３億６,６９１万７,１１７円、収入済み額で

１１１億７,７９３万５,５１６円、不納欠損額で４

６万９７０円、収入未済額で１億８,８５２万６３

１円、支出済み額で１０７億９,７３９万５,２７４

円、差し引き残額で３億８,０５４万２４２円と
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なったところであります。 

 調定額に対する収入済み額の割合は、調定対比９

８.３４％、予算額に対する収入済み額の割合は、

予算対比９８.８６％、予算額に対する支出済み額

の割合は、支出予算対比９５.５％になったところ

であります。 

 次に、Ｄ欄、不納欠損額をごらんください。 

 一般会計は、固定資産税で８万７,２００円、公

共下水道事業特別会計は、下水道使用料で２８万

４,１７０円、介護保険特別会計は、介護保険料で

８万９,６００円、これら三つの会計の滞納繰越分

の一部の欠損処分を行っております。 

 次に、Ｅ欄、収入未済額をごらんください。 

 一般会計は１億６,２００万１,５１１円、その内

訳は、町税で３９１万１,０２８円、使用料及び手

数料で９４万８,８８３円、国庫支出金で５,１１５

万円、道支出金で２,９５３万円、諸収入で６万１,

６００円、町債で７,６４０万円であります。 

 国民健康保険特別会計では、収入未済額につきま

しては、一般分の保険料は３６４万４,０４０円。 

 公共下水道事業特別会計では２,２１９万９,５８

０円、この内訳につきましては、社会資本整備総合

交付金下水道事業整備として１,１８０万円の国庫

補助金及び起債９７０万円の繰り越し分を含み、下

水道使用料分としては６９万９,５８０円でありま

す。 

 介護保険特別会計では、介護保険料の６７万５,

５００円。 

 簡易水道事業特別会計及びラベンダーハイツ事業

特別会計、後期高齢者医療特別会計に収入未済はあ

りませんでした。 

 なお、別冊の平成２９年度各会計歳入歳出決算に

係る附属調書の７９ページから８４ページに、各会

計の収納内訳、収入未納調書、欠損処理調書を掲載

しておりますので、後ほど御高覧いただきたいと思

います。 

 決算書の総括表に戻りたいと思います。 

 総括表２ページ、３ページのＧ欄をごらんいただ

きたいと思います。 

 Ｇ欄につきましては、各会計の差し引き残額を記

載してございます。 

 一般会計及び公共下水道事業特別会計、ラベン

ダーハイツ事業特別会計には、翌年度へ繰り越すべ

き財源として、繰越明許費繰越額がございますの

で、その額を差し引いたものが実質収支額になりま

す。 

 なお、収支額につきましては、各会計決算書の冒

頭にあります実質収支に関する調書に記載してござ

いますので、こちらにつきましても後ほど御高覧い

ただきたいと思います。 

 ほかの特別会計につきましては、ラベンダーハイ

ツ事業特別会計を除き、黒字決算となりました。し

かしながら、ラベンダーハイツ事業特別会計につき

ましては、先ほども説明し、繰り返しとなります

が、累計赤字分２,０３０万４,７５１円につきまし

て、平成３０年度の歳入を繰上充用金として補塡を

したところであります。 

 総括表のこの表の左下に米印で記載してございま

すが、丸括弧書きにつきましては、平成２８年度か

ら平成２９年度へ、角括弧書きにつきましては平成

２９年度から平成３０年度への繰越明許費を内数で

記載してございます。 

 次に、財産関係について御説明をいたします。 

 決算書の３８３ページ、後のほうになりますが、

財産に関する調書をごらんいただきたいと思いま

す。 

 平成２９年度中におけます公有財産の移動につい

て御説明をいたします。 

 １、公有財産。 

 （１）土地及び建物。 

 平成２９年度中の土地及び建物の移動状況を示し

ております。 

 年度内では、行政財産、普通財産の土地に増減は

ありませんでした。 

 建物の移動を御説明いたします。 

 まず、（ア）行政財産の建物、木造については、

上富良野中学校物置及び野外トイレの除去により８

１.０３平米の減となりました。非木造につきまし

ては、上富良野中学校校舎及び町営住宅泉町南団地

の除去により１,５５７.１３平米の減となりまし

た。 

 （イ）普通財産の建物、木造は、泉町教員住宅２

棟の解体により１０２.０６平米の減となりまし

た。非木造の増減はありません。 

 全体では、土地の面積の増減はございませんが、

建物は１,６３８.１６平米の減となりました。 

 以上が公有財産の土地及び建物の移動内容であり

ます。 

 次のページをおめくりいただきまして、３８４

ページ。 

 （２）の有価証券及び（３）の出資による権利

は、前年度額と同額で、増減はございません。 

 次に、３８５ページを御高覧いただきたいと思い

ます。 

 ２、物品は、車両の保有状況を示してございま

す。年度中増減につきまして、軽乗用車の売却によ

る１台の減、大型トラックの入れかえを行い、重車

両におきましては、ブルドーザーや圧雪車などの入
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れかえを行っております。平成３０年３月３１日現

在の車両の保有台数は７７台となっているところで

ございます。 

 なお、別冊、各会計主要施策の成果報告書の１４

ページ、１５ページに公有財産の土地及び建物、物

品、車両についての記載がされておりますので、あ

わせて後ほど御高覧いただきたいと思います。 

 次に、３８６ページをごらんいただきたいと思い

ます。 

 基金は、平成２９年度末に一般会計及び特別会計

合わせて１４の基金と北海道備荒資金組合基金を保

有しております。 

 ３８７ページの表中の右下の合計欄の上段で、平

成３０年５月３１日現在額、１４の基金の合計で２

３億５,０４１万９,５８０円、下段の欄でございま

すが、平成３０年３月３１日現在で２２億１,３７

１万４,９１１円であります。 

 北海道備荒資金組合基金の年度中の増加額は１５

５万１,２７７円で、取り崩し額はありません。年

度末現在額は２億２,２５４万１,５５１円でありま

す。 

 以上が、財産に関する状況でございます。 

 これをもちまして、平成２９年度各会計歳入歳出

決算の認定についての説明とさせていただきます。 

 具体的な主要施策の成果及び決算に係る調書は、

別冊、平成２９年度各会計主要施策の成果報告書、

各会計歳入歳出決算書に係る附属調書に取りまとめ

て掲載してございますので、審査の参考として御高

覧を願います。 

 以上を申し上げまして、平成２９年度各会計歳入

歳出決算認定についての説明といたします。 

 御審議を賜り、御承認くださいますようお願い申

し上げます。 

○議長（西村昭教君） 次に、監査委員の審査意見

を求めます。 

 代表監査委員、米田末範君。 

○代表監査委員（米田末範君） 各会計決算審査意

見及び各基金運用状況審査意見について御報告申し

上げます。 

 地方自治法第２３３条第２項及び第２４１条第５

項の規定により、町長から審査に付されました平成

２９年度上富良野町各会計歳入歳出決算及び平成２

９年度各基金の運用状況について、平成３０年７月

３０日から８月２８日までの実日数８日間、平成２

９年度上富良野町各会計歳入歳出決算書並びに同事

項別明細書、同実質収支に関する調書、財産に関す

る調書について、また、同期間の４日間、平成２９

年度基金運用報告書並びに各基金の運用状況を示す

書類について、関係法令に基づき、決算計数と会計

管理者の所管する関係書類及び関係課等から提出さ

れた資料との調査、照合並びに関係職員の説明を聴

取するとともに、例月現金出納検査、定期監査の結

果等も参考にし、決算書式の適否及び計数の成否を

確かめ、かつ、予算執行状況について審査を実施し

ました。 

 各会計歳入歳出決算は、ともに法令に準拠し、か

つ、前会計年度と同一の基準に従い継続して作成さ

れており、計数も関係書類と符合し正確であり、予

算執行状況についても、おおむね適正であると認め

られました。 

 また、平成２９年度基金運用状況調書は、基金現

在高調書及び関係諸帳簿の計数は、各基金の支消

額、積立金利息の額、年度末及び出納閉鎖後の現在

額と符合し、適切に運用されていることが認められ

ました。 

 審査の詳細については、お手元に配付の意見書の

とおりであり、審査意見のみ御説明させていただき

ます。 

 自主財源の根幹をなす町税収入は、前年度と比較

して１,０１４万８,０２５円増加しています。ま

た、一般財源の主要である地方交付税及び交付金等

は、前年度比７,１８６万４,０００円減少となって

います。 

 公共事業等への投資を目的に、国庫支出金は前年

度比２億４,６３７万７,８５０円増加、道支出金は

前年度比９７８万３,５４６円増加と、上富良野中

学校整備や公営住宅整備などにより増加していま

す。 

 なお、財政指標は改善が見られますが、依然とし

て経常収支比率は９２.２％と、標準値８０％を超

え、財政の硬直化が続いており、収支均衡のとれた

財政構造となるよう努力が求められます。 

 平成２７年度以降、国の一億総活躍社会の実現や

地方創生の推進、防災・減災対策、景気対策等によ

り公共事業が増加し、決算規模も大きくなっていま

すが、人口減少、少子高齢化社会への対応など、増

大する行政需要に対して、収支バランスのとれた予

算執行となるよう一層の適正かつ効率的な財政の運

営に努められたい。 

 未収金、不納欠損金は前年度と比べ減少してお

り、収納対策の努力が見受けられ、収納率が非常に

高く推移しています。未収金が不納欠損金へ移行し

ていく根源であることを認識し、未収金、不納欠損

金が今後とも減じていくよう対策を図られたい。 

 なお、参考として、意見書に各種データ等を記載

しましたので、御高覧いただきたいと存じます。 

 以上、説明といたします。 

○議長（西村昭教君） 次に、企業会計決算の認定
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について説明を求めます。 

 町立病院事務長。 

○町立病院事務長（北川徳幸君） ただいま上程い

ただきました議案第９号平成２９年度上富良野町企

業会計決算の認定の件につきまして、議案の朗読を

もって説明とさせていただきます。 

 議案第９号平成２９年度上富良野町企業会計決算

の認定について。 

 地方公営企業法第３０条第４項の規定により、平

成２９年度上富良野町病院事業会計及び上富良野町

水道事業会計の決算を、別紙、監査委員の意見をつ

けて、議会の認定に付する。 

 では、初めに、病院事業会計の決算の概要につき

まして御説明申し上げます。 

 平成２９年度病院事業会計決算報告書の７ページ

をお開き願いたいと思います。 

 平成２９年度上富良野町病院事業報告書。 

 以下、総括事項の概要を御説明申し上げます。 

 平成２９年度の町立病院の運営は、公的医療機関

としての使命である町民の福祉向上と健康管理に寄

与すべく診療体制の充実を図るため、旭川医科大学

や富良野協会病院から専門医の派遣を受け、身近な

医療機関としての機能を果たすとともに、富良野看

護学校１年生の基礎実習病院として看護学生の受け

入れ、地域医療の向上に努めてまいりました。 

 また、併設の介護療養型老人保健施設とともに、

住民の医療と介護のニーズの把握に努め、安全で安

心な医療の提供と質の高い高齢者福祉の充実を図

り、御利用される方々から深く信頼されるよう努め

てまいりました。 

 次に、患者数と利用者数の状況では、入院、入所

者数は、一般病床７,２７５人、介護療養型老人保

健施設９,６８７人となり、合計で１万６,９６２人

となりました。外来患者数は２万３,７９２人で、

入院、入所者数と外来患者数の合計は４万７５４

人、前年対比１,１１６人の減となりました。 

 次に、収益的収支についてでございますが、病院

事業の収益総額は８億４,１６４万２,２２９円、費

用総額で８億９,１０４万８,５８１円となり、この

結果、収益的収支は４,９４０万１,３５２円の当年

度純損失となりました。 

 なお、収益的収支については、１７ページ以降の

収益費用明細書との整合性を図るため、消費税を含

まない数字となっております。 

 次に、資本的収支についてですが、収入、支出総

額はそれぞれ４,４５５万２,９２２円で、収入内訳

は、町からの出資金と医療機器整備のための防衛省

調整交付金で、支出の内訳は、企業債の償還金と建

設改良費で、内視鏡システム装置や昇降浴槽、高圧

蒸気滅菌装置などの更新により、診療体制の整備を

実施してまいりました。 

 続きまして、決算額を申し上げます。戻っていた

だきまして、１ページ、２ページをお開き願いたい

と思います。 

 平成２９年度上富良野町病院事業決算報告書。 

 （１）収益的収入及び支出。 

 以下、款ごとの決算額のみ申し上げます。 

 収入。 

 第１款病院事業収益、８億４,４６３万９,９７３

円。 

 支出。 

 第１款病院事業費用、９億２６万８,１８２円。 

 （２）資本的収入及び支出。 

 収入。 

 第１款資本的収入、４,４５５万２,９２２円。 

 支出。 

 第１款資本的支出、４,４５５万２,９２２円。 

 以下、３ページ以降の各種財務諸表などにつきま

しては、御高覧いただいているものといたしまし

て、説明を省略させていただきます。 

 御審議賜りまして、御認定くださいますようよろ

しくお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） 次に、建設水道課長。 

○建設水道課長（佐藤 清君） 続きまして、平成

２９年度水道事業会計決算報告について御説明申し

上げます。 

 まず、水道事業会計の平成２９年度決算の概要を

申し上げます。７ページをお開きください。 

 本事業は、町民が健康な生活を持続していくため

に必要とされる安全で安心な水道水の安定供給を開

始して以来、４５年が経過いたしました。 

 当年度の決算状況については、収益的収支におい

て、収入１億６,３１０万４,４８３円、支出１億

３,４２３万９,４１７円であり、純利益２,８８６

万５,０６６円で決算することができました。 

 なお、収益的収入については、１１ページ以降の

費用明細書との整合を図るため、消費税を含まない

数字となっておりますので、御了承ください。 

 次に、資本的収支では、収入３,１７２万９,６０

０円、支出１億３４万７,９２９円で、不足する額

６,８６１万８,３２９円については、過年度分損益

勘定留保資金４,２５４万１,２６４円、当該年度分

損益勘定留保資金２,６０７万７,０６５円で補塡

し、事業の推進を図ってまいりました。 

 本年度の収支も黒字決算となりましたが、町内人

口の推移と節水意識の高まりや飲料水嗜好の多様化

が進み、使用水量は減少傾向にはありますが、受益

者負担の原則を堅持するとともに、コンビニ納入な
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ど納入方法の利便性を図り、公営企業として健全な

経営に努め、漏水対策や老朽管の更新等、維持管理

に万全を期し、安全で安心、良質な水道水の安定供

給に努めてまいります。 

 次に、決算額を申し上げます。１ページ、２ペー

ジをお開きください。 

 平成２９年度上富良野町水道事業会計決算報告。 

 以下、款ごとの決算額のみを申し上げます。 

 １、収益的収入及び支出。 

 収入。 

 第１款水道事業収益、１億７,４２６万４０９

円。 

 支出。 

 第１款水道事業費用、１億４,１８９万２,２３４

円。 

 ２、資本的収入及び支出。 

 収入。 

 第１款資本的収入、３,１７２万９,６００円。 

 支出。 

 第１款資本的支出、１億３４万７,９２９円。 

 さきに概要報告でもお示ししましたが、下表に記

載のとおり、資本的収入額が資本的支出額に対し不

足する額６,８６１万８,３２９円につきましては、

過年度分損益勘定留保資金４,２５４万１,２６４

円、当年度分損益勘定留保資金２,６０７万７,０６

５円で補塡しております。 

 以下、各計算書、業務明細書等の説明につきまし

ては、御高覧いただいているものとして割愛させて

いただきます。 

 以上、説明といたします。 

 御審議を賜りまして、御認定いただきますようよ

ろしくお願いいたします。 

○議長（西村昭教君） 次に、監査委員の審査意見

を求めます。 

 代表監査委員、米田末範君。 

○代表監査委員（米田末範君） 企業会計決算審査

意見書について御報告申し上げます。 

 地方公営企業法第３０条第２項の規定により、町

長から審査に付されました平成２９年度地方公営企

業の病院事業会計決算及び水道事業会計決算につい

て、平成３０年６月２５日から７月１３日までの間

で、実日数５日間で審査し、同法第３０条第１項の

規定に基づき調製された各決算書等が関係法令に正

しく準拠して作成され、その会計処理が適正に行わ

れているか、また、決算の計数が証拠書類等に符合

しているかを照合し、予算執行の適否について審査

しました。 

 審査に付されました各事業会計の決算報告書及び

附属書類は関係法令に準拠して作成されており、そ

の計数は現金出納簿、関係諸帳簿及び証拠書類と符

合し、各会計の計数は正確であると認められまし

た。 

 審査の詳細については、お手元に配付の意見書の

とおりであり、審査意見のみ御説明させていただき

ます。 

 病院事業については、入院、外来ともに患者数が

減少し、依然として厳しい経営環境にあると言えま

す。また、介護療養型老人保健施設の入所者も減っ

ており、利用率は９４.８％と前年度より１.８ポイ

ント下降している。しかしながら、依然として厳し

い経営状況に変わりはなく、これらの状況のもとで

収支のバランスのとれた経営ができるよう改善を続

けられたい。 

 町民の福祉向上と健康管理に寄与する医療機関と

して、地域医療を守り、今後の地域病床再編などに

対応するよう、安心・安全な医療の提供と、質の高

い高齢者福祉の充実を図り、住民医療サービスの向

上と経営の安定、改革に向け一層の努力を望みま

す。 

 水道事業については、町内人口の減少と町民の節

水意識の向上による節水家電、節水トイレ等の普及

や、飲料水嗜好の多様化が進み、有収の給水量が減

少してきている中で、計画的な漏水対策や老朽管の

更新等、維持管理をし、安定した経営と安心・安全

な飲料水の供給に心がけていることがうかがえる。 

 未納者への対応として、給水停止や確約書の履行

確認、直接面談などの細かな対応を積極的に実施す

るなど改善が図られており、未収金の収納も向上し

ている。 

 引き続き健全な経営に努め、漏水対策や老朽管の

更新等維持管理に万全を期し、本町水道事業の特徴

的利点とも言える湧水利用と自然流下を最大限に生

かし、低廉で、安価で、かつ安全な飲料水の供給を

図られるよう望みます。 

 なお、参考として、１３ページ以降に、各種資料

等を添付してございますので、御高覧いただきたい

と存じます。 

 以上、説明といたします。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

────────────────── 

◎決算特別委員会の設置について 

○議長（西村昭教君） お諮りいたします。 

 ただいま議題となっています議案第８号平成２９

年度上富良野町各会計歳入歳出決算の認定につい

て、議案第９号平成２９年度上富良野町企業会計決

算の認定については、十分な審議を要すると思いま

すので、議長及び議員のうちから選任された監査委
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員を除く１２名の委員をもって構成する決算特別委

員会を設置し、地方自治法第９８条第１項の検査権

を委任の上、議会閉会中の継続審査とすることにし

たいと思います。これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、１２名の委員をもって構成する

決算特別委員会を設置し、地方自治法第９８条第１

項の検査権を委任の上、議会閉会中の継続審査とす

ることに決しました。 

────────────────── 

◎日程第４ 議案第１号 

○議長（西村昭教君） 日程第４ 議案第１号平成

３０年度上富良野町一般会計補正予算（第４号）を

議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（宮下正美君） ただいま上程いただき

ました議案第１号平成３０年度上富良野町一般会計

補正予算（第４号）につきまして、提案の要旨を御

説明申し上げます。 

 １点目は、今年度の普通交付税算定額が既決予算

を若干下回る額で確定したところであり、あわせて

関連する地方特例交付金及び臨時財政対策債の発行

額が確定したことから、それぞれ所要額の補正をお

願いするものであります。 

 ２点目は、今年度事業として更新を予定しており

ました戸籍総合システム機器更新事業に係る契約金

額が確定したことから、当初予算において議決をい

ただいておりました債務負担行為の限度額の変更及

び所要の補正を行うものであります。 

 ３点目は、町税について、個人町民税及び固定資

産税の課税客体の確定に伴い、所要額の補正をお願

いするものであります。 

 ４点目は、前年度の自立支援給付費、障害児施設

措置費、障害者医療費、障害者総合支援事業費及び

教育・保育給付費に係る精算に伴い、国、道への返

還及び追加交付について、歳入歳出にそれぞれ所要

額の補正をお願いするものであります。 

 ５点目は、これまで更新方法を検討しておりまし

た役場庁舎暖房機改修につきまして、前回改修から

３４年を経過するに至り、今後、単独事業として改

修を行うことを予定していることから、その実施設

計に係る費用の補正をお願いするものであります。 

 ６点目は、地域自治活動推進及び地場産業の育成

を目的として実施しております協働のまちづくり推

進補助事業及び新規開業特産品開発事業補助事業の

２事業について、これまでの事業実施状況及び今後

の実施予定見込みにより、当初予算額を上回ること

が見込まれることから、その不足する費用について

追加の補正をお願いするものであります。 

 ７点目は、現在、町内において保育園として事業

を行っております「上富良野西保育園」が、本年１

０月１日より認定こども園に移行することから、所

要の補正を行うものであります。 

 ８点目は、葬斎場給油タンクの既設配管が老朽化

により、配管結合部分において油漏れが生じたこと

から、それら既設配管及び既設給油タンクの使用を

廃止し、新たに配管及び給油タンクを設置するた

め、所要額の補正をお願いするものであります。 

 ９点目は、クリーンセンターＢ系集塵機、バイパ

スダンパー及びダクト内が腐食し、応急的修繕では

機密性が保てないおそれがあることから、バイパス

ダンパー本体の交換等を行うため、所要額の補正を

お願いするものであります。 

 １０点目は、吹上温泉保養センター白銀荘に設置

しております灯油予備タンク及び配管設備につい

て、冬期間、屋根からの落雪による破損等の被害を

防止するために、防護フェンスを設置するため、所

要額の補正をお願いするものであります。 

 １１点目は、現在実施しております島津第二地区

道営農業水利施設保全合理化事業、上富良野地区道

営農村地域防災減災事業及び経営体基盤整備事業に

おいて、それぞれ工種変更等、事業量の変更に伴

い、所要額の補正をお願いするものであります。 

 以上、申し上げた内容を主な要素とするととも

に、他の既決予算についても事業量の変更に伴う補

正及びふるさと応援寄附を受けたものについて、寄

附者の意向に沿った所要の補正を行い、財源調整を

図った上で、なお財源として不足する部分について

は、予備費を充当することで補正予算を調整したと

ころであります。 

 それでは、以下、議案の説明につきましては、議

決項目の部分についてのみ説明をし、予算の事項別

明細書につきましては省略をさせていただきますの

で、御了承願います。 

 議案第１号をごらんください。 

 議案第１号平成３０年度上富良野町一般会計補正

予算（第４号）。 

 平成３０年度上富良野町の一般会計の補正予算

（第４号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞ

れ５７万２,０００円を減額し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ６９億９,１１３万４,０００

円とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額
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は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 債務負担行為の補正。 

 第２条、債務負担行為の変更は、「第２表 債務

負担行為補正」による。 

 地方債の補正。 

 第３条、地方債の変更は、「第３表 地方債補

正」による。 

 １ページをお開きください。 

 第１表につきましては、款ごとの名称と補正額の

み申し上げます。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 １、歳入。 

 １款町税、１,４００万円。 

 ９款地方特例交付金、１９４万２,０００円。 

 １０款地方交付税、１３７万８,０００円の減。 

 １２款分担金及び負担金、４３５万６,０００円

の減。 

 １４款国庫支出金、１４４万８,０００円。 

 １５款道支出金、５０５万２,０００円。 

 １７款寄附金、９９万円。 

 ２０款諸収入、１０万円。 

 ２１款町債、１,８３７万円の減。 

 歳入合計、５７万２,０００円の減。 

 ２ページをお開きください。 

 ２、歳出。 

 ２款総務費、４０６万３,０００円。 

 ３款民生費、７６７万９,０００円。 

 ４款衛生費、７９１万１,０００円。 

 ６款農林業費、１,０２４万４,０００円。 

 ７款商工費、４１６万７,０００円。 

 ８款土木費、２７１万４,０００円。 

 ９款教育費、３５万９,０００円。 

 １２款予備費、３,７７０万９,０００円の減。 

 歳出合計、５７万２,０００円の減。 

 続きまして、３ページでございますが、第２表、

債務負担行為の補正についてでございます。 

 戸籍総合システム機器更新事業分につきまして

は、契約金額が確定したことから、その限度額を変

更するものであります。 

 第３表、地方債補正についてですが、臨時財政対

策債につきましては、発行額が確定したことに伴い

ます限度額の変更をするものであります。 

 以上で、議案第１号平成３０年度上富良野町一般

会計補正予算（第４号）の説明といたします。 

 御審議いただき、議決くださいますようお願い申

し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

 ９番荒生博一君。 

○９番（荒生博一君） １７ページの、今回、西保

育所が１０月１日から認定こども園に移行するとい

うことですが、年度途中の移行ということで、現

在、利用者の変化がないかという確認と、これは預

かり等々の問題で。 

 それから２点目に、保護者への説明はしっかりな

されているのかどうか確認させてください。 

○議長（西村昭教君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（鈴木真弓君） ９番荒生議員の西

保育所、認定こども園移行にかかわる御質問にお答

えさせていただきます。 

 まず、１点目の認定こども園の移行についてでご

ざいますが、定数につきましては、上富良野町とし

て、ことしは３５５名の定員をもって、教育保育施

設の利用予定については確定しておりますが、今

回、認定こども園に移行する上富良野西保育園につ

きましては、現在、２号、３号で５０名のところ

を、これは定数を変えないで、１号認定に１０名、

２号、３号の認定５０名を４０名に変更するもので

ございます。 

 既に、この認定こども園移行につきましては、７

月に西保育所より口頭により申し出がありましたの

で、７月２４日、子ども・子育て会議におきまし

て、この会議において、その移行についてお伝え

し、定数については変わらないということで御承認

をいただいております。 

 ８月３１日付で西保育園から認定こども園移行の

申請を受け、上富良野町としまして意見をつけて、

道のほうに手続を行ってございます。 

 現在、預かりのお子様への対処につきましては、

西保育園におかれる、現在４６名が利用しておりま

すが、その中から３歳児から５歳児の方から１号認

定に移行される方がいらっしゃる可能性があるとい

うふうにお伺いしております。 

 なお、保護者への説明につきましては、西保育園

のほうで、この認定手続の道の認可がおりました

ら、早急に手続のほうを進めるよう保育園のほうに

は指示をしているところでございます。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） ほかにございませんか。 

 １１番米沢義英君。 

○１１番（米沢義英君） １３ページの役場庁舎の

暖房機の改修実施設計という形になっております

が、単独で行うということで、恐らく既存の暖房機

を修繕、改修する形なのかなというふうに思います

が、新設ではないと思いますが、その状況とあわせ

て、恐らく大体積算としてどのぐらい、総体的な費

用がかかるのかどうなのかというところも、それと
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あわせて、わかれば概略お伺いしたいというふうに

思っております。 

 次に、１５ページの老人保健福祉費のグループ

ホームの整備補助という形で、当初予算では、グ

ループホームの整備補助は４,３００万円ほど、施

設整備と開設準備という形で補助されておりました

が、単価の変更という形の中で、今回の整備事業の

補助変更は、単価が変わったということで増額補助

という形になったというお話でしたが、基準がどの

ように変わってきたのか、わかる範囲でよろしいで

すが、お伺いいたします。 

 それと、１７ページの、今、同僚議員もおっしゃ

いましたが、認定こども園に移行することによる補

助単価というのでしょうか、措置費の単価というの

でしょうか、これが恐らく減額になっているのかな

というふうに思いますが、ここの要因というのは、

交付されるべき基準というのはどういうものがある

のか、お伺いいたします。 

 あとは、商工観光の点で、２３ページの新規事業

特産品開発事業という形で載っております。この点

で、審査に合致したという形の中で予算が計上され

ているというふうに思います。資金調達の面、ある

いは運営上、売り上げ等の目標と、あるいはビール

事業に至っては、年間どのぐらい当初目標にされて

いるのか、この点、わかればお伺いしておきたいと

いうふうに思います。 

 また、その後、恐らく経営に対する悩み等々があ

るかというふうに思いますが、こういった事業に対

しては、やはり一定のバックアップ体制も当然必要

になってくるかというふうに思いますが、そういっ

た準備も町のほうでこの間やられてきているという

ふうに思いますが、もう一度確認いたしますが、そ

の点、どういうようなバックアップ体制がとられる

のか、この点、お伺いしておきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（宮下正美君） １１番米沢議員のほう

からありましたボイラーに関します質問につきまし

て、私のほうから回答させていただきたいと思いま

す。 

 今回、補正予算に計上させていただきました実施

設計分のボイラーにつきましては、前段の説明で申

し上げたところですが、役場庁舎の地下にある温風

暖房機の改修ということで予定をしております。

今、地下にあります温風暖房機につきましては、消

防庁舎の分も合わせまして２０万カロリーと５０

万カロリーのボイラーが二つ設置されているところ

ですが、今回、ボイラー本体を取りかえるというこ

とを予定しているところでございます。 

 なお、設備に対する概算費用としては、今の時点

では５,３００万円程度を見込んでいるところなの

ですけれども、これにつきましては、いわゆる本体

部分ということで、場所がいわゆる半地下のところ

にございますので、そこを壊して入れかえる、ある

いはどうこうするという工事費というのがどのぐら

いかかるかというのは、これから実施設計をしてい

く中で、一番安く効率的な部分の検討も含めてやっ

ていただこうかなというふうに考えておりますの

で、実際の費用としては、それ以上の費用がかかる

のかなというふうに思っているところでございま

す。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（鈴木真弓君） １１番米沢議員の

２点の御質問についてお答えさせていただきます。 

 まず、２項目めのグループホーム整備にかかわる

今回の補正の概要でございますが、グループホーム

につきましては、町内２カ所目ということで、こと

しの４月、緑町にグループホームおおぞらというこ

とで、現在着工され、昨日、９月１０日付で落成式

が行われたところでございます。 

 実は、このグループホームの整備につきまして

は、北海道から５月末に、国の要綱を改正するとい

う通知をいただき、その改正事務が８月に整うとい

う事務連絡から、ただ、適用は４月に遡及するとい

うことで、今回、９月での補正となったところでご

ざいます。 

 補正の内容につきましては、議員申し出のとお

り、１床当たりの単価が６２万１,０００円を８０

万円に改正する要綱となったところから、その差額

１７万９,０００円を１８床、２ユニットと１８床

でありますので、総額３２２万２,０００円増額

し、道のほうから交付されるという通知に基づく歳

入歳出の補正となったところでございます。 

 なお、グループホームおおぞらにつきましては、

１０月オープンということでお伺いしているところ

でございます。 

 ３項目めの認定こども園の西保育園の予算にかか

わるものでございますが、西保育園の認定こども園

移行につきまして、この１０月以降は、委託料が大

きく４,０００万円ほど減額、扶助費につきまして

３,７００万円ほどふえるということでの補正と

なっておりますが、これにつきましては、国、道の

負担割合に伴う財源の組み替えもございまして、こ

れにあわせて総額約２５０万円ほど減額になってい

るような状況でございます。 

 なお、保育料の徴収につきましては、西保育園の

ほうで、今までは町のほうで行ってございました

が、これからは西保育園のほうで徴収することも、
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認定こども園の移行になることで、事務手続が行わ

れるというふうに確認しております。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） 企画商工観光課長、答弁。 

○企画商工観光課長（辻 剛君） １１番米沢議員

の４点目の御質問にお答えをさせていただきます。 

 新規開業特産品開発事業補助に関する御質問でご

ざいますけれども、それぞれに業態によりまして売

り上げ目標とか、その設定の仕方が業態によって違

うので、一概には言えないのですけれども、大体ほ

とんど計画の中では、３年後をピークにもって計画

を立てられている事業が多いのかなというふうに

思っております。 

 議員から御発言ありましたビールの関係でござい

ますけれども、これらのほうは最近なので数字が頭

に入っていたのですけれども、年間の醸造量は６０

キロリットルというようなところを計画として進ん

でいるところでございます。 

 あと、その事業者に対しますフォーロアップの御

質問ですけれども、制度上３年間は事業の進捗状

況、実績の内容を報告いただくことになってござい

まして、そのときに相談をいただいたときには対応

させていただいている状況でございますけれども、

特に商品開発、そういうことに取り組まれた事業者

については、例えば商品を売る、例えばＰＲする、

そういう機会の情報提供でありますとか、もしく

は、町のイベントで直接活用させていただくとか、

そういうような点でフォローさせていただいている

ところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ほかにございませんか。 

 ６番金子益三君。 

○６番（金子益三君） 今の同僚議員の関連になる

のですけれども、暖房の修繕の、ボイラーの交換と

いうことだったのですけれども、これは、いわゆる

化石燃料のボイラーということなのでしょうか。い

わゆる再生可能エネルギー等のハイブリットモデル

だったりとか、そういったものの検討ということは

なされなかったのか確認いたします。 

○議長（西村昭教君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（宮下正美君） ６番金子議員からあり

ました役場ボイラーの更新の検討の関係でございま

すが、こちらにつきましては、いわゆる違うエネル

ギーを使った検討もしたところですが、そういう中

で、役場庁舎が既に、昭和４２年に設置されている

という中で、残り何年使うのかという部分もござい

ますが、その中で、仮にこのボイラー、化石をやめ

て違うものにした場合の試算をしてみたのですけれ

ども、コスト比較をすると、やはり３０年ぐらい使

わないとコスト的なメリットが、結果が出てこない

という部分もありまして、なおかつ、この役場につ

きましては、先日停電にもなりましたが、いわゆる

非常用発電を使った、あれのエネルギー源が地下の

重油タンクと併用しているという部分もございます

ので、そういう部分を含めて、今回の役場のボイ

ラーにつきましては、既存の、いわゆる重油を使っ

たボイラーでやるということで、今、予定をしてい

るところでございます。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより議案第１号を採決いたし

ます。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第５ 議案第２号 

○議長（西村昭教君） 日程第５ 議案第２号平成

３０年度上富良野町国民健康保険特別会計補正予算

(第２号)を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 町民生活課長。 

○町民生活課長（北越克彦君） ただいま上程いた

だきました議案第２号平成３０年度上富良野町国民

健康保険特別会計補正予算(第２号)につきまして、

提案の要旨を御説明申し上げます。 

 歳出につきまして、１点目は、北海道に納付する

国民健康保険事業費納付金の額確定に伴い減額の補

正をするものです。 

 ２点目は、財政調整基金の積み立てに伴う補正で

あります。現在の基金保有額は１７万９,１４４円

でございます。基金の積み立てにつきましては、将

来、国や北海道に支払う納付金が増額となった場合

において、国民健康保険税の税率上昇を抑制し、安

定的な国保運営のため、基金の積み増しを行うもの

です。 

 ３点目は、平成２９年度分の交付金、負担金等の

精算額の確定に伴う返還金について、所要の補正を

するものであります。 

 なお、予備費につきましては、今年度からの新た

な国保制度により、北海道との共同運営となったこ

とで財政運営の仕組みが変わり、市町村単位におけ

る急激な医療費増加へのリスクは軽減となったとこ
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ろです。しかし、新たな制度がスタートした初年度

でもあり、不測の事態に備え、給付費の約１割程度

であります８,３７３万５,０００円を確保させてい

ただいたところです。 

 それでは、以下、議案の説明につきましては、議

決項目の部分のみを説明し、予算の事項別明細書に

つきましては省略させていただきますので、御了承

願います。 

 議案第２号平成３０年度上富良野町国民健康保険

特別会計補正予算（第２号）。 

 平成３０年度上富良野町の国民健康保険特別会計

の補正予算(第２号)は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当

該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 １ページをお開きください。 

 第１表につきましては、款ごとの名称と補正額の

みを申し上げます。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 １、歳出。 

 ３款国民健康保険事業費納付金、１,０６３万５,

０００円の減。 

 ７款基金積立金、４,９９９万９,０００円。 

 ９款諸支出金、５０７万４,０００円。 

 １０款予備費、４,４４３万８,０００円の減。 

 歳出合計は、ゼロ円であります。 

 以上で、議案第２号平成３０年度上富良野町国民

健康保険特別会計補正予算(第２号)の説明といたし

ます。 

 御審議いただきまして、議決くださいますようお

願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより議案第２号を採決いたし

ます。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

 暫時休憩といたします。再開を４５分とします。 

─────────────── 

午前１０時１６分 休憩 

午前１０時４４分 再開 

─────────────── 

○議長（西村昭教君） 全員がそろっておりますの

で、若干早いですが、休憩前に引き続き、会議を再

開いたしたいと思います。 

────────────────── 

◎日程第６ 議案第３号 

○議長（西村昭教君） 日程第６ 議案第３号平成

３０年度上富良野町介護保険特別会計補正予算(第

２号)を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（鈴木真弓君） ただいま上程いた

だきました議案第３号平成３０年度上富良野町介護

保険特別会計補正予算（第２号）につきまして、提

案の要旨を御説明申し上げます。 

 １点目は、歳入について、平成２９年度地域支援

事業費に係る社会保障支払基金負担金の額確定によ

り、追加交付金の通知がありましたことから補正を

行うものであります。 

 ２点目は、歳出について、介護保険運営協議会委

員１０名について、今年度から３年間の任期として

委嘱し、年間謝礼金として１人５,０００円を支出

するところでありますが、７月末をもって委員１名

が退任され、後任者について、在任期間について依

頼するに当たり、１名の謝礼金について補正を行う

ものであります。 

 ３点目は、平成２９年度介護給付費に係る北海道

及び社会保障支払基金の負担金確定により、返還金

について通知がありましたので補正を行うものであ

ります。 

 なお、収支の差額につきましては、予備費から財

源を充てるものであります。 

 以下、議案の説明につきましては、議決項目の部

分についてのみ説明とし、予算の事項別明細書につ

きましては省略させていただきますので、御了承願

います。 

 議案第３号をごらんください。 

 議案第３号平成３０年度上富良野町介護保険特別

会計補正予算（第２号）。 

 平成３０年度上富良野町の介護保険特別会計の補

正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

７万１,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を

歳入歳出それぞれ１０億１,５７５万３,０００円と

する。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 
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 １ページをお開きください。 

 第１表につきましては、款ごとの名称と補正額の

み申し上げます。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 １、歳入。 

 ５款支払基金交付金、７万１,０００円。 

 歳入合計は、７万１,０００円でございます。 

 ２、歳出。 

 ２款総務費、５,０００円。 

 ６款諸支出金、３５２万３,０００円。 

 ７款予備費、３４５万７,０００円の減。 

 歳出合計は、７万１,０００円でございます。 

 以上、議案第３号平成３０年度上富良野町介護保

険特別会計補正予算（第２号）の説明といたしま

す。 

 御審議いただきまして、議決くださいますようお

願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 討論を省略し、これより議案第３号を採決いたし

ます。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第７ 議案第４号 

○議長（西村昭教君） 日程第７ 議案第４号平成

３０度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別会計補

正予算（第３号）を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 ラベンダーハイツ所長。 

○ラベンダーハイツ所長（北川和宏君） ただいま

上程いただきました議案第４号平成３０年度上富良

野町ラベンダーハイツ事業特別会計補正予算（第３

号）につきまして、提案の要旨を御説明申し上げま

す。 

 １点目は、寄附採納に伴う補正であります。 

 ２点目は、臨時介護士等の募集に係る所要の費用

の補正であります。 

 ３点目は、デイサービスセンター臨時介護士の任

用に伴う通勤手当の補正であります。 

 ４点目は、ナースコール機器の機能強化整備に係

る所要の費用の補正で、寄附採納を含めた一般会計

からの繰入金により整備するものであります。 

 なお、臨時介護士等の募集費用及びデイサービス

センター臨時介護士の通勤手当については、予備費

を充てることで予算調整をするものであります。 

 それでは、以下、議案の説明につきまして、議決

項目の部分のみを説明し、予算の事項別明細書につ

きましては省略させていただきますので、御了承願

います。 

 議案第４号平成３０年度上富良野町ラベンダーハ

イツ事業特別会計補正予算（第３号）。 

 平成３０年度上富良野町のラベンダーハイツ事業

特別会計の補正予算（第３号）は、次に定めるとこ

ろによる。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

１９４万４,０００円を追加し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ３億１３３万９,０００円と

する。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当

該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 １ページをお開きください。 

 第１表につきましては、款ごとの名称と補正額の

みを申し上げます。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 １、歳入。 

 ４款繰入金、１９４万４,０００円。 

 歳入合計、１９４万４,０００円。 

 ２、歳出。 

 １款総務費、１２万５,０００円。 

 ２款サービス事業費、１９８万３,０００円。 

 ５款予備費、１６万４,０００円の減。 

 歳出合計、１９４万４,０００円。 

 以上で、議案第４号平成３０年度上富良野町ラベ

ンダーハイツ事業特別会計補正予算（第３号）の説

明といたします。 

 御審議いただきまして、議決くださいますようお

願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 討論を省略し、これより議案第４号を採決いたし

ます。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第８ 議案第５号 

○議長（西村昭教君） 日程第８ 議案第５号平成

３０年度上富良野町簡易水道事業特別会計補正予算

（第２号）を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 建設水道課長。 

○建設水道課長（佐藤 清君） ただいま上程いた

だきました議案第５号平成３０年度上富良野町簡易

水道事業特別会計補正予算（第２号）の補正の要旨

について御説明申し上げます。 

 内容は、消費税確定によります増額補正となって

おります。 

 内訳は、まず、歳出につきましては、消費税確定

によります一般管理費、公課費の増額補正でありま

す。 

 次に、歳入につきましては、同じく消費税確定に

よります公課費の増額補正に伴います一般会計より

繰り入れするもので、歳入歳出それぞれ同額補正す

るものであります。 

 以下、議案の朗読をもって、説明といたします。 

 議案第５号平成３０年度上富良野町簡易水道事業

特別会計補正予算（第２号）。 

 平成３０年度上富良野町の簡易水道事業特別会計

の補正予算（第２号）は、次に定めるところによ

る。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

７４万３,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ８,３６８万３,０００円とす

る。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 １ページをお開きください。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 以下、款ごとの補正額のみを申し上げます。 

 １、歳入。 

 ２款繰入金、７４万３,０００円。 

 歳入合計、７４万３,０００円の増額となりま

す。 

 ２、歳出。 

 １款衛生費、７４万３,０００円。 

 歳出合計、７４万３,０００円の増額となるもの

であります。 

 ２ページ以降の事項別明細書の説明につきまして

は省略させていただきます。 

 以上、議決項目のみ御説明申し上げました。 

 御審議いただきまして、議決賜りますようよろし

くお願いいたします。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 討論を省略し、これより議案第５号を採決いたし

ます。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第９ 議案第６号 

○議長（西村昭教君） 日程第９ 議案第６号平成

３０年度上富良野町公共下水道事業特別会計補正予

算（第２号）を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 建設水道課長。 

○建設水道課長（佐藤 清君） ただいま上程いた

だきました議案第６号平成３０年度上富良野町公共

下水道事業特別会計補正予算（第２号）の補正の要

旨について御説明申し上げます。 

 内容は、消費税確定によります増額補正と、浄化

センター機器故障によります増額補正となっており

ます。 

 内訳は、まず、歳出につきましては、消費税確定

によります一般管理費、公課費の増額補正と、浄化

センターのばっ気装置減速機故障のため、分解修理

を行う必要となったため、修繕料の増額補正を行う

ものであります。 

 次に、歳入につきましては、同じく消費税確定に

よります増額と、浄化センターの機器故障によりま

す増額分を一般会計より繰り入れするもので、歳入

歳出それぞれ同額補正するものであります。 

 以下、議案の朗読をもって説明といたします。 

 議案第６号平成３０年度上富良野町公共下水道事

業特別会計補正予算（第２号）。 

 平成３０年度上富良野町の公共下水道事業特別会

計の補正予算（第２号）は、次に定めるところによ

る。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

２７１万４,０００円を追加し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ４億６,０７９万６,０００円
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とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 １ページをお開きください。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 以下、款ごとの補正額のみを申し上げます。 

 １、歳入。 

 ４款繰入金、２７１万４,０００円。 

 歳入合計、２７１万４,０００円の増額となりま

す。 

 ２、歳出。 

 １款下水道事業費、２７１万４,０００円。 

 歳出合計、２７１万４,０００円の増額となるも

のであります。 

 ２ページ以降の事項別明細書につきましては省略

させていただきます。 

 以上、議決項目のみを御説明申し上げました。 

 御審議いただきまして、議決賜りますようよろし

くお願いします。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 討論を省略し、これより議案第６号を採決いたし

ます。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１０ 議案第７号 

○議長（西村昭教君） 日程第１０ 議案第７号平

成３０年度上富良野町病院事業会計補正予算（第２

号）を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 町立病院事務長。 

○町立病院事務長（北川徳幸君） ただいま上程い

ただきました議案第７号平成３０年度上富良野町病

院事業会計補正予算（第２号）につきまして、提案

の要旨を御説明させていただきます。 

 今回の補正の内容ですが、町立病院分の寄附採納

としまして５件、４０万円を賜りましたので、一般

会計よりの出資金を受けまして、建設改良費、什器

備品の整備に充てるため、同額の増額補正をお願い

するものでございます。 

 以下、議案を朗読し、説明とさせていただきま

す。 

 議案第７号平成３０年度上富良野町病院事業会計

補正予算（第２号）。 

 総則。 

 第１条、平成３０年度上富良野町の病院事業会計

の補正予算(第２号)は、次に定めるところによる。 

 資本的収入及び支出。 

 第２条、平成３０年度上富良野町病院事業会計予

算第４条に定めた資本的収入及び支出の予定額を次

のとおり補正する。 

 補正予定額のみ申し上げます。 

 収入。 

 第１款資本的収入、４０万円。 

 第１項出資金、４０万円。 

 支出。 

 第１款資本的支出、４０万円。 

 第２項建設改良費、４０万円。 

 １ページ及び２ページの補正予算実施計画及び補

正予算説明書につきましては、説明を省略させてい

ただきます。 

 以上、議案第７号平成３０年度上富良野町病院事

業会計補正予算（第２号）の御説明とさせていただ

きます。 

 御審議いただきまして、議決賜りますようよろし

くお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 討論を省略し、これより議案第７号を採決いたし

ます。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１１ 議案第１０号 

○議長（西村昭教君） 日程第１１ 議案第１０号

上富良野町企業振興措置条例の一部を改正する条例

を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 企画商工観光課長。 

○企画商工観光課長（辻 剛君） ただいま上程い

ただきました議案第１０号上富良野町企業振興措置

条例の一部を改正する条例につきまして、提案の要
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旨を申し上げます。 

 町におきましては、平成２７年度から平成３１年

度までの５年間に限り、企業立地の促進等による地

域における産業集積の形成及び活性化に関する法律

に基づき、企業の立地及び増設等の投資に対し、固

定資産税の免除を内容とした優遇措置が図られるよ

う取り進めてまいりましたが、国においては、地域

経済力の向上など、地域発展の基盤強化を目的に、

企業投資に対する支援措置の拡充を図るため、平成

２９年６月、企業立地の促進等による地域における

産業集積の形成及び活性化に関する法律の一部改正

を行ったところであります。 

 従来、本法律に基づく支援対象は、製造業が中心

とされておりましたが、このたびの法改正により、

他の分野にも支援対象の範囲が拡大され、法律名も

「地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の

基盤強化に関する法律」に改正されたところであり

ます。 

 このことにより、上富良野町企業振興措置条例に

つきましては、改正法の法律名を条文に引用してい

ることから、必要な改正を図るとともに、上富良野

町企業振興措置条例の一部を改正する条例につきま

しては、改正法に基づく基本計画を新たに策定した

ことにより、優遇措置期間の延長が図られたため、

附則第１項に規定する優遇措置の廃止時期及び附則

第２項に規定する優遇措置廃止後における経過措置

対象期間につきまして、あわせて改正を行うもので

あります。 

 以下、議案を朗読し、説明とさせていただきま

す。 

 議案第１０号上富良野町企業振興措置条例の一部

を改正する条例。 

 上富良野町企業振興措置条例（昭和５９年上富良

野町条例第１２号）の一部を次のように改正する。 

 第４条第１項第４号中「企業立地の促進等による

地域における産業集積の形成及び活性化に関する法

律」を「地域経済牽引事業の促進による地域の成長

発展の基盤強化に関する法律」に改める。 

 附則。 

 施行期日。 

 第１項、この条例は、公布の日から施行する。 

 上富良野町企業振興措置条例の一部を改正する条

例の一部を改正する条例。 

 第２項、上富良野町企業振興措置条例の一部を改

正する条例（平成２２年上富良野町条例第６号）の

一部を次のように改正する。 

 附則第１項中「平成３２年４月１日」を「平成３

６年４月１日」に改める。 

 附則第２号「平成３２年３月３１日」を「平成３

６年３月３１日」に改める。 

 以上で、議案第１０号上富良野町企業振興措置条

例の一部を改正する条例の提案説明とさせていただ

きます。 

 御審議いただき、議決賜りますようお願い申し上

げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 討論を省略し、これより議案第１０号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１２ 議案第１１号 

○議長（西村昭教君） 日程第１２ 議案第１１号

教育委員会委員の任命についてを議題といたしま

す。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 副町長、石田昭彦。 

○副町長（石田昭彦君） ただいま上程いただきま

した議案第１１号教育委員会委員の任命につきまし

て、提案の理由を御説明させていただきます。 

 現在、教育委員２期目を務めていただいておりま

す吉村好子氏が、９月末の任期満了をもちまして退

任されますことから、このたび新たな教育委員を選

任するため、ここに久保麻子氏を任命したく御提案

させていただくものであります。 

 久保麻子氏につきましては、人格、識見ともにす

ぐれた方であり、教育委員として適任者であること

から、これまでの御経験を本町の教育行政に生かし

ていただきたく、議会の同意をお願いするものであ

ります。 

 なお、久保氏の経歴等につきましては、別添、配

付させていただいておりますので、御高覧賜り、参

考としていただければと存じます。 

 以下、議案を朗読して、御提案とさせていただき

ます。 

 議案第１１号教育委員会委員の任命について。 

 上富良野町教育委員会委員に次の者を任命したい

ので、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第

４条第２項の規定により、議会の同意を求める。 

 記。 
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 住所、上富良野町■■■■■■■■■。 

 氏名、久保麻子。■■■■■■■■■■生まれ。 

 以上でございます。 

 御審議いただきまして、御同意賜りますようよろ

しくお願いいたします。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 お諮りいたします。 

 本件は、先例により質疑、討論を省略し、直ちに

採決をいたしたいと思います。これに御異議ありま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 お諮りいたします。 

 ただいま議題となっております教育委員会委員の

任命について、これに同意することに御異議ありま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり同意することに決

しました。 

────────────────── 

◎日程第１３ 発議案第１号 

○議長（西村昭教君） 日程第１３ 発議案第１号

町内行政調査実施に関する決議についてを議題とい

たします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 ２番岡本康裕君。 

○２番（岡本康裕君） ただいま上程されました発

議案第１号町内行政調査実施に関する決議につい

て、朗読をもって説明とかえさせていただきます。 

 発議案第１号町内行政調査実施に関する決議につ

いて。 

 上記議案を次のとおり、会議規則第１４条第２項

の規定により提出いたします。 

 平成３０年９月１１日提出。 

 上富良野町議会議長、西村昭教様。 

 提出者、上富良野町議会議員、岡本康裕。 

 賛成者、上富良野町議会議員、荒生博一。 

 町内行政調査実施に関する決議について。 

 本議会は、次により町内公共施設等の状況を調査

する。 

 記。 

 １、実施の期日、議決の日以降において、１日以

内とする。 

 ２、実施の目的、町内の公共施設及び財政援助を

行った施設の現況を視察し、今後の議会活動に資す

るため。 

 ３、調査事項及び方法、（１）町内の公共施設及

び財政援助を行った施設の現況を視察する。（２）

全議員による合同調査とし、特に意見を付すものに

ついては、各常任委員会の所管事務調査として、そ

れぞれ行うものとする。（３）本件は、議会閉会中

において調査を行うものとする。 

 御審議賜り、御議決いただきますようよろしくお

願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 討論を省略して、これより発議案第１号を採決い

たします。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１４ 発議案第２号 

○議長（西村昭教君） 日程第１４ 発議案第２号

議員派遣についてを議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 ３番佐川典子君。 

○３番（佐川典子君） ただいま上程されました発

議案第２号議員派遣について、朗読をもって説明さ

せていただきます。 

 発議案第２号議員派遣について。 

 上記議案を次のとおり、会議規則第１４条第２項

の規定により提出します。 

 平成３０年９月１１日提出。 

 上富良野町議会議長、西村昭教様。 

 提出者、上富良野町議会議員、佐川典子。 

 賛成者、上富良野町議会議員、岡本康裕。同、荒

生博一。 

 議員派遣について。 

 次のとおり、地方自治法第１００条第１３項及び

会議規則第１２９条の規定により議員を派遣する。 

 記。 

 １、上川町村議会議長会主催の議員研修会。 

 （１）目的、分権時代に対応した議会議員の資質

向上に資するため。 

 （２）派遣場所、当麻町。 

 （３）期間、平成３０年１０月２３日、１日間。 

 （４）派遣議員、全議員。 

 ２、富良野沿線市町村議会議員研修会。 

 （１）目的、分権時代に対応した議会議員の資質
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向上に資するため。 

 （２）派遣場所、南富良野町。 

 （３）期間、平成３０年１０月２９日、１日間。 

 （４）派遣議員、全議員。 

 以上でございます。 

 御審議をいただきまして、お認めいただきますよ

うよろしくお願いします。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 討論を省略し、これより発議案第２号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１５ 発議案第３号 

○議長（西村昭教君） 日程第１５ 発議案第３号

議会懇談会実施に関する決議についてを議題といた

します。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 ３番佐川典子君。 

○３番（佐川典子君） ただいま上程されました発

議案第３号について、以下、朗読をもって説明をさ

せていただきます。 

 発議案第３号議会懇談会実施に関する決議につい

て。 

 上記議案を別記のとおり、会議規則第１４条第２

項の規定により提出します。 

 平成３０年９月１１日提出。 

 上富良野町議会議長、西村昭教様。 

 提出者、上富良野町議会議員、佐川典子。 

 賛成者、上富良野町議会議員、岡本康裕。同、荒

生博一。 

 議会懇談会実施に関する決議について。 

 本議会は、次により議会懇談会を実施する。 

 記。 

 １、実施の期日、議決の日以降において、３日以

内とする。 

 ２、実施の目的、議会の監視機能や政策提言活動

などの議会活動について町民と直接意見交換するた

め。 

 ３、実施方法、（１）町内の公共施設で開催す

る。（２）全議員による懇談会とする。（３）本件

は、議会閉会中において開催するものとする。 

 以上でございます。 

 御審議いただきまして、お認めいただきますよう

よろしくお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 討論を省略し、これより発議案第３号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１６ 発議案第４号 

○議長（西村昭教君） 日程第１６ 発議案第４号

林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・

強化を求める意見についてを議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 ２番岡本康裕君。 

○２番（岡本康裕君） ただいま上程されました発

議案第４号林業・木材産業の成長産業化に向けた施

策の充実・強化を求める意見についてを、朗読を

もって説明とかえさせていただきます。 

 発議案第４号林業・木材産業の成長産業化に向け

た施策の充実・強化を求める意見について。 

 上記議案を別記のとおり、会議規則第１４条第２

項の規定により提出いたします。 

 平成３０年９月１１日提出。 

 上富良野町議会議長、西村昭教様。 

 提出者、上富良野町議会議員、岡本康裕。 

 賛成者、上富良野町議会議員、荒生博一。 

 裏面をごらんください。 

 林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充

実・強化を求める意見書。 

 本道の森林は全国の森林面積の４分の１を占め、

国土保全、地球温暖化防止、林産物の供給等の多面

的機能の発揮が期待されており、これらの機能を十

分に発揮させるためには、「植えて育てて、伐って

使って、また植える」といった森林資源の循環利用

を進める必要がある。 

 森林の整備を進め、木材を積極的に利用していく

ことは、山村地域を中心とする雇用・所得の拡大に

よる地方創生にも大きく貢献するものである。 

 道では、森林の公益的機能の維持増進と森林資源
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の循環利用の実現に向け、森林整備事業及び治山事

業や林業成長産業化総合対策事業等を活用し、植

林・間伐や路網の整備、山地災害の防止、木造公共

施設の整備など、林業事業体の育生など、さまざま

な取り組みを進めてきたところである。 

 今後、人工林資源が本格的な利用期を迎える中、

既存の制度や平成３１年度に創設される森林環境贈

与税(仮称)を活用した地域の特性に応じた森林整備

の着実な推進や、森林資源の循環利用による林業・

木材産業の成長産業化の実現に向けて施策の充実・

強化を図ることが必要である。 

 よって、国においては、次の措置を講ずるよう強

く要望する。 

 記。 

 １、森林の多面的機能を持続的に発揮し、林業・

木材産業の振興と山村における雇用の安定化を図る

ため、森林整備事業及び治山事業の財源を十分かつ

安定的に確保すること。 

 ２、森林資源の循環利用を通じて、林業・木材産

業の成長産業化を実現するため、地域の実情を十分

に踏まえ、森林整備から木材の加工・流通、利用ま

での一体的な取り組みや森林づくりを担う林業事業

体や人材の育成に必要な支援措置を充実・強化する

こと。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を

提出する。 

 平成３０年９月１２日。 

 北海道空知郡上富良野町議会議長、西村昭教。 

 提出先、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大

臣、財務大臣、総務大臣、文部科学大臣、農林水産

大臣、経済産業大臣、国土交通大臣、環境大臣、復

興大臣。 

 以上、御審議賜り、御議決いただきますようよろ

しくお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 討論を省略し、これより発議案第４号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１７ 発議案第５号 

○議長（西村昭教君） 日程第１７ 発議案第５号

「これからの高校づくりに関する指針」を見直し、

機械的な高校統廃合を行わないことを求める意見に

ついてを議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 ９番荒生博一君。 

○９番（荒生博一君） ただいま上程されました発

議案第５号につきまして、朗読をもって説明をさせ

ていただきます。 

 発議案第５号「これからの高校づくりに関する指

針」を見直し、機械的な高校統廃合を行わないこと

を求める意見について。 

 上記議案を別記のとおり、会議規則第１４条第２

項の規定により提出いたします。 

 平成３０年９月１１日提出。 

 上富良野町議会議長、西村昭教様。 

 提出者、上富良野町議会議員、荒生博一。 

 賛成者、上富良野町議会議員、岡本康裕。 

 裏面をごらんください。 

 「これからの高校づくりに関する指針」を見直

し、機械的な高校統廃合を行わないことを求める意

見書。 

 北海道教育委員会(以下、道教委)は平成１８年８

月に「新たな高校教育に関する指針」(以下、「旧

指針」)を発表した。この「旧指針」によって「高

校配置計画」を進めた結果、平成２０年度から道立

高校３８校が閉校となった。そのうち１８校は地域

唯一の高校の閉校であった。 

 道教委は平成３０年３月、「新たな高校教育に関

する指針」に代わる「これからの高校づくりに関す

る指針」(以下、「新指針」)を決定した。「新指

針」は「１学年４～８学級を望ましい学校規模」と

し、３学級以下は原則、統廃合の対象とする「旧指

針」の基本方針をそのまま受け継いでいる。今後も

この「新指針」によって高校統廃合が行われれば、

９３校が統廃合の対象となり、４６％もの高校の存

続が脅かさせることになる。 

 小規模校では、困難さを抱えている生徒にも目が

行き届き、一人ひとりの子どもたちに寄り添った教

育をすることや、地域の特色を生かした教育課程を

編成することができる。しかし、こうした利点に目

を向けずに「１学年４～８学級を望ましい学校規

模」とし、高校統廃合を進めた結果、高校のない地

域では、遠距離通学を強いられる生徒を多く生み出

している。道教委の高校配置計画を策定するために

開催される「地域別検討協議会」の参加者からは、

「機械的に高校をなくさないでほしい」という声が

聞かれる。長野県では、学校種や地域の実情を考慮

した学校配置の基準を設定しており、一方で、北海
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道(以下、道)は全道一律の基準で統廃合を進めよう

としている。 

 北海道の広域性を考えれば、「１学年４～８学級

を望ましい学校規模」とすることは、まったく現実

的ではない。むしろ、道独自に少人数学級を高校で

実施し、子どもたちや保護者・地域住民の声を聞き

ながら学校づくりを進めることこそが大切である。 

 いま求められるのは、地域の学校を存続させ、地

域の高校が高校としての機能を果たせる施策の実現

であり、子どもの学ぶ権利の保障である。 

 よって、道及び道教委においては、次の事項を実

現するよう強く要望する。 

 記。 

 １、道・道教委は独自に少人数学級を高校で実施

し、機械的な高校統廃合を行わないこと。 

 ２、道・道教委は、地域の願いや実態に応じ、子

どもの学ぶ権利や教育の機会均等を保障する立場か

ら、「１学年４～８学級を望ましい学校規模」とす

る「これからの高校づくりに関する指針」を見直す

こと。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を

提出する。 

 平成３０年９月１２日。 

 北海道空知郡上富良野町議会議長、西村昭教。 

 提出先、北海道知事、北海道教育委員会委員長、

北海道議会議長。 

 以上でございます。 

 御審議の上、お認めいただきますようよろしくお

願いします。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 討論を省略し、これより発議案第５号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１８ 閉会中の継続調査申し出について 

○議長（西村昭教君） 日程第１８ 閉会中の継続

調査申し出についてを議題といたします。 

 議会運営委員長並びに各常任委員長から、会議規

則第７５条の規定により、各委員会において、別紙

配付の閉会中の継続調査の申し出があります。 

 お諮りいたします。 

 各委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調

査とすることに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、各委員長からの申し出のとおり、閉会中

の継続調査とすることに決しました。 

────────────────── 

◎閉 会 宣 告             

○議長（西村昭教君） 以上をもって、本定例会に

付議された案件の審議は、全て終了いたしました。 

 これにて、平成３０年第３回上富良野町議会定例

会を閉会といたします。 

午前１１時２９分 閉会 
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